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今月の主な内容
Ｐ2　伊豆市・伊豆の国市共同特集
　　 今こそ求められる市民と行政の協働力
　　 ～広域一般廃棄物処理施設建設への道～

P8　第14回しずおか市町対抗駅伝
Ｐ10　『都市計画マスタープラン』
　　　 をただ今、策定進行中！！

若者たちが継ぐ
　　   土肥の伝統



2013 . 115 2013 . 113 2013 . 11 2

今 こ そ 求 め ら れ る

市民と行政の
～広域一般廃棄物処理施設建設への道～

■
ご
み
焼
却
施
設
の
稼
働
年
数

■
国
が
推
し
進
め
て
き
た
広
域
化

　

供
用
年
数（
稼
動
年
数
）が
20
年
か
ら
25

年
で
廃
止
を
迎
え
て
い
る
施
設
が
多
く
、

30
年
を
超
え
る
施
設
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
の

上
昇
回
避
、
技
術
革
新
へ
の
対
応
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
新
し
い
施
設
に
更
新
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策 廃止時の供用年数

出
典　

廃
棄
物
処
理
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
手
引
き

老
朽
化
が
進
む

４
つ
の
焼
却
場

  

広
域
化
が
も
た
ら
す

  

メ
リ
ッ
ト　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
削
減

　

近
年
の
処
理
施
設
は
環
境
対
策
面
の

技
術
が
向
上
し
、
有
害
物
質
に
つ
い
て

施
設
建
設
費

　

処
理
量
の
合
計
が
同
じ
で
も
、
２
つ

の
施
設
よ
り
１
つ
の
施
設
を
造
る
方

が
、
建
設
費
は
安
価
と
な
り
ま
す
。

も
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
24
時
間
連
続
運
転
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

　

施
設
稼
働
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電

気
、重
油
な
ど
）は
、処
理
量
の
合
計
が

同
じ
で
も
２
つ
の
施
設

よ
り
１
つ
の
施
設
を
稼

働
さ
せ
る
方
が
、
使
用

す
る
量
は
少
な
く
な
り

ま
す
。

平
成
９
年
１
月

　

国
が
県
に
対
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削

減
対
策
と
し
て
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画

策
定
を
指
導
。

平
成
10
年
１
月

　

県
は
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
を
策
定
。

県
内
を
７
圏
域
に
分
割
。
駿
豆
圏
域
は
、

御
殿
場
市
、
裾
野
市
、
沼
津
市
、
三
島
市
、

熱
海
市
、
伊
東
市
、
小
山
町
、
長
泉
町
、

函
南
町
、
清
水
町
、
韮
山
町
、
伊
豆
長
岡
町
、

大
仁
町
、中
伊
豆
町
、修
善
寺
町
、天
城
湯
ヶ

島
町
、
土
肥
町
、
戸
田
村
の
18
市
町
村
で

構
成
。

求
め

ら
れ

る

広
域

処
理

平
成
17
年
７
月

　

駿
豆
圏
域
内
を
運
搬
効
率
か
ら
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
市
町
の
施
設

更
新
の
緊
急
度
の
違
い
や
合
併
な
ど
の
理
由

か
ら
、
最
終
的
に
は
伊
豆
市
と
伊
豆
の
国
市

の
２
市
広
域
で
進
め
る
こ
と
に
決
定
。

余
熱
の
有
効
利
用

　

施
設
を
複
数
設
置
し

た
場
合
、
そ
の
施
設
規

模
は
40
ｔ
／
日
と
考
え

ま
す
。
こ
の
施
設
規
模

で
は
、
余
熱
の
利
用
量

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
た

め
、
設
備
投
資
に
比

べ
て
効
果
的
な
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

広
域
化
に
よ
り
大
き

な
規
模
の
施
設
と
し
た

場
合
、
熱
回
収
が
効

率
的
と
な
り
発
電
を

含
め
た
余
熱
の
有
効

利
用
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

項目 広域 分散で建設した場合 比較 説　明
施設規模 80t ／日 40t ／日 40t ／日 計

施設建設費 5,600 3,340 3,340 6,680 ▲ 1,080 焼却施設と仮定した場合の試算

用地取得費 750 600 600 1,200 ▲ 450
購入価格 50,000 ／㎡と設定
80t ／日の必要面積 15,000㎡と設定
40t ／日の必要面積 12,000㎡と設定

運営費
（15 年間）
（人件費分のみ）

3,600 3,600 3,600 7,200 ▲ 3,600

薬剤費・点検補修費は同額と設定
（一般的に広域化の方が点検補修費は安価となる）
・人件費は 600 万円／人／年と設定
・１施設当たり 40 人と設定

収集運搬費
（15 年間）
（増加分のみ）

45 0 0 0 45

年間収集運搬車の走行距離増加分
150,000km
ディーゼル車を想定 5km ／ℓ走行すると設定、
軽油 100 円／ℓと設定

比　較　合　計 ▲ 5,045
出典「伊豆の国市・伊豆市広域一般廃棄物処理施設　基本構想」

広域化のシミュレーション （単位：百万円）

　

広
域
（
複
数
自
治
体
）
に
よ
り
ご
み

処
理
を
行
っ
た
場
合
、
施
設
建
設
費
や

環
境
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建

設
場
所
に
よ
っ
て
は
遠
距
離
と
な
る
こ

と
に
よ
り
増
加
す
る
収
集
運
搬
費
を
は

る
か
に
し
の
ぐ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
、両
市
内
に
は
伊
豆
市
に
２
つ
・

伊
豆
の
国
市
に
２
つ
の
合
計
４
つ
の
焼

却
施
設
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
供
用
開
始
か
ら
25
年
を
超

え
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
に
あ
る
焼
却

施
設
の
平
均
的
な
稼
働
年
数
と
比
較
し

て
、
老
朽
化
し
た
施
設
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

な
お
、
経
過
年
数
40
年
を
迎
え
る
韮

山
焼
却
場
は
、
県
内
で
１
番
、
全
国
で

も
16
番
目
の
古
い
施
設
で
す
。

伊豆の国市 伊豆市
２市計長岡清掃

センター
韮山焼却場

清掃
センター

土肥戸田衛生
センター

供用開始 S57. ４ S49. 9 S61. 4 S62. 4 ー（経過年数） （31 年） （39 年） （27 年） （26 年）
維持補修費

(H17 ～ 24 の年平均 )
6,112 万円 4,096 万円 8,135 万円 3,085 万円 2 億 1,428 万円

県内
最年長！

―
近
隣
市
町
の
建
て
替
え
状
況
―

▼
函
南
町

　

昭
和
51
年
４
月
～
平
成
12
年
３
月

　
（
24
年
間
稼
働
）

▼
三
島
市

　

昭
和
46
年
５
月
～
平
成
元
年
７
月

　
（
18
年
稼
働
）

施
設
数

通
常
の
ご
み
焼
却
施
設
の

平
均
稼
働
年
数 

20
年
～
25
年

伊
豆
市
・
伊
豆
の
国
市

共
　
同
　
特
　
集

広域一般廃棄物処理施設の建設に向けた、これまでの取り組みや
今後の計画についてお知らせします。

　
　

　
現

状
か

ら
み

る

新
施

設
の

必
要

性



■
市
民
検
討
会
の
経
過

第
１
回
市
民
検
討
会　

３
月
21
日

　

�　

会
長
お
よ
び
副
会

長
の
選
出
。
伊
豆
の
国

市
・
伊
豆
市
に
お
け

る
ご
み
処
理
の
現
状
、

検
討
テ
ー
マ
・
開
催

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
確
認
。

第
２
回
市
民
検
討
会　

５
月
16
日

　

�　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
施
設
建
設
の

全
体
行
程
、
他
都
市
に
お
け
る
取
り
組
み

事
例
に
つ
い
て
確
認
。
ご
み
焼
却
施
設
の

課
題
に
つ
い
て
整
理
。

第
３
回
市
民
検
討
会　

７
月
25
日

　

�　

ご
み
処
理
施
設
の
あ

り
方
の
う
ち
、
環
境
・

安
全
対
策
に
つ
い
て（
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
づ
く
り
、
安
全
・
安

心
な
施
設
づ
く
り
に
つ

い
て
）検
討
。

第
４
回
市
民
検
討
会　

８
月
29
日

　

�　

ご
み
処
理
施
設
の
あ
り
方
の
う
ち
、
地

域
と
の
共
生
・
施
設
整
備
の
あ
り
方
に

つ
い
て（
迷
惑
施
設
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

払ふ
っ
し
ょ
く
拭
す
る
方
法
、
地
域
に
貢
献
す
る
施

設
と
す
る
た
め
に
は
、
な
ど
に
つ
い
て
）

検
討
。

第
５
回
市
民
検
討
会　

９
月
24
日

　

�　

市
民
検
討
会
報
告
書

（
案
）、市
民
検
討
会
報

告
総
括（
案
）に
つ
い
て

協
議
。

　

２
市
で
の
ご
み
処
理
施
設
整
備
を
目

的
と
す
る『
伊
豆
の
国
市
伊
豆
市
廃
棄
物

処
理
施
設
組
合
設
立
準
備
会
』
へ
、
市

民
検
討
会
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
民
検
討
会
先
進
地
視
察　

７
月
４
日

視
察
先
　

　

�　

豊
川
市
清
掃
工
場
、
豊

川
市
ゆ
う
あ
い
の
里
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
静
岡
市

ふ
れ
あ
い
健
康
増
進
館

『
ゆ
・
ら
・
ら
』調

査
内
容

　

�　

地
域
と
の
合
意
形
成
、

環
境
・
安
全
面
の
取
り

組
み
、
地
域
と
の
共
生

に
関
す
る
取
り
組
み
、

施
設
と
周
辺
住
民
と
の

関
係
を
中
心
に
調
査
。

市
民
意
見
募
集　

９
月
４
日
～
19
日

意
見
項
目　

　

�　

環
境
・
安
全
面
に
お
け
る
望
ま
し
い
施

設
の
あ
り
方
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
る
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
募
集
。
市
民

４
人
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
。

望
ま

し
い

施
設

の
あ

り
方

市
民

検
討

会

　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
あ
り

方
市
民
検
討
会
は
、
公
募
に
よ
る
市
民

や
専
門
分
野
、
推
薦
団
体
な
ど
に
よ
り

選
考
さ
れ
た
委
員
17
人
で
構
成
。
両
市

が
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
環
境
と
安
全
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
設
が
地
域
振

興
の
核
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
施
設

け
る
こ
と
。

④�

ご
み
収
集
車
輌
の
搬
出
入
の
分
散
化

や
低
公
害
車
を
採
用
す
る
こ
と
。

①�

積
極
的
な
情
報
の
開
示
と
発
信
な
ど

を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
保
つ
こ
と
。

②�

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
反

映
を
図
り
つ
つ
、
市
民
と
行
政
が
協

働
の
も
と
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

③�

適
正
な
公
共
投
資
と
な
る
よ
う
、
環

境
対
策
も
含
め
施
設
建
設
費
や
維
持

管
理
費
の
抑
制
に
留
意
す
る
こ
と
。

④�

環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど

の
環
境
学
習
機
能
を
備
え
た
施
設
と

す
る
こ
と
。

会長（伊豆の国市小野市長）・副会長（伊豆市菊地市長）へ
報告書を提出する検討委員の皆さん

   

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

   

あ
り
方
市
民
検
討
会
と
は　

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の
目
線

か
ら
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
次
の
３
つ
の
柱
か
ら

な
る
取
り
組
み
が
、
望
ま
し
い
施
設
の

実
現
に
向
け
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
報

告
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

①�

周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、

公
園
機
能
や
イ
ベ
ン
ト
機
能
な
ど
を

有
す
る
こ
と
。

②�

ご
み
の
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
施
設
内
空
間
や
敷
地

の
有
効
活
用
を
十
分
に
検
討
し
、
施

設
整
備
を
す
る
こ
と
。

③�

施
設
は
耐
震
性
に
優
れ
、
防
災
に
役

立
つ
資
機
材
や
非
常
用
発
電
機
、
そ

し
て
浴
室
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、
避
難
所
や
地
域
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

④�

地
域
住
民
の
雇
用
の
創
出
に
努
め
る

こ
と
。

市
民
検
討
会
報
告
書
の
提
出 

 　
　
　

10
月
７
日

市民検討会が取りまとめた、
望ましい施設の実現に向けて
必要となる３つの柱　イメージ

①�
環
境
対
策
・
安
全
対
策
を
最
優
先
に

考
慮
し
た
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
。

②�

市
民
参
画
の
も
と
、
排
ガ
ス
に
係
る

自
主
基
準
値
・
測
定
場
所
・
測
定
回

数
の
設
定
や
施
設
運
営
を
監
視
す
る

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
。

③�

排
ガ
ス
濃
度
や
施
設
運
営
に
関
す
る

情
報
は
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る
と

と
も
に
、
施
設
内
に
ご
み
処
理
状
況

の
確
認
の
た
め
の
見
学
コ
ー
ス
を
設

   

市
民
検
討
会
か
ら
の

   

今
後
に
向
け
て
の
提
言

　

今
日
の
環
境
対
策
・
安
全
対
策
お
よ

び
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
、

ご
み
処
理
施
設
が
持
つ
特
徴
を
活い

か
し

た
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
、
適

切
な
説
明
を
し
た
う
え
で
市
民
と
行
政

が
相
互
の
信
頼
関
係
の
も
と
施
設
整

備
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
受
け
入
れ
地
域
に
対

す
る
周
辺
環
境
整
備
の
ほ
か
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
の
交
付
金
に
よ
る
支
援

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

快
適
で
安
全
、
安
心
な
生
活
環
境
創

出
と
地
域
を
支
え
る
多
様
な
事
業
の
発

展
を
目
指
し
、
市
民
と
行
政
が
確
固
た

る
信
頼
関
係
の
も
と
連
携
・
協
働
し
て
、

施
設
整
備
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。
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新
施
設
の
建
設
候
補
地
は
、
公
募
で
実
施

し
ま
す
。
公
募
期
間
終
了
後
に
は
、
応
募
の

あ
っ
た
各
候
補
地
の
中
か
ら
、
よ
り
適
切
な

候
補
地
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
候
補
地
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政

の
み
で
行
う
の
で
は
な
く
、〝
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
出
す
ご
み
を
処
理
す
る
と

い
っ
た
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
設
〟
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
選
定

基
準
づ
く
り
や
評
価
を
行
い
た
い
と
考
え
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
要
領
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
領

▼
募
集
期
間　

11
月
１
日（
金
）～
20
日（
水
）

▼
応
募
条
件

　

①�

伊
豆
市
ま
た
は
伊
豆
の
国
市
に
居
住
、

も
し
く
は
、通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
人
。

　

②�

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
の
考
え
や
ご
意

見
、
ご
提
言
な
ど
を
２
千
字
以
内
で
お

応
募
の
あ
っ
た
建
設
候
補
地
を

　
　
　
　

市
民
目
線
で
検
討
す
る

『
建
設
候
補
地
選
定
委
員
会
』

委
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
は
行
政
主
体
で
、基
本
条
件
を
設
定
し
、

条
件
に
見
合
う
箇
所
を
抽
出
。
候
補
地
を
絞
り
込
み

選
定
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
７
月

　

～
平
成
20
年
５
月

　
『
伊
豆
市
堀
切
地
区
』

　

�

地
域
住
民
と
交
渉
し

た
が
、
合
意
が
得
ら

れ
ず
見
直
し
と
し
ま

し
た
。

平
成
20
年
８
月

　

～
平
成
25
年
４
月

　

�『
伊
豆
の
国
市
ス

ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡

地
』
地
域
住
民
と
交

渉
し
た
が
、
合
意
が

得
ら
れ
ず
白
紙
と
し

ま
し
た
。

【
応
募
者
】

▼
候
補
地
の
地
元
区
長

▼�

候
補
地
の
敷
地
が
複
数
区
に
ま
た

が
る
場
合
は
、
複
数
区
の
区
長

　
（�

該
当
す
る
複
数
区
の
自
治
会
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
）

【
募
集
期
限
】

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

　

相
談
や
説
明
会
、
視
察
な
ど
の
要

望
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①�地域住民の暮らしを守る安全・
安心な施設
②地域と共生する施設
③市民とともにつくる施設
④経済性に配慮した施設
⑤循環型社会の形成へ貢献する施設

　市民検討会の報告を踏まえ、新
施設の目指す『施設整備のコンセ
プト』を次のとおりとしました。

新施設の概要

１．地域づくり支援事業（余熱利用や交付金）

2．施設建設に伴う環境整備

道路整備 非常用発電機の活用 施設内浴槽の活用

3．災害時の施設活用

　市民検討会の報告を踏まえ、新施設を積
極的に受け入れ、地域の活性化を進めてい
こうとする自治会に対し、地域のまちづく
り活動の視点から地域づくり支援事業を実
施します。

反省点
▶市民への情報公開不足。
▶ 行政による一方的な候補

地の選定。
▶ 環境影響・健康影響への

不安が払拭できなかった。
▶ 焼却施設の建設問題が、

建設候補地の地域住民
だけの問題となってし
まった。

▶ 焼却施設と地域が共生す
る姿を提案することがで
きなかった。

地
域

の
活

性
化

を
支

援

建
設

候
補

地
を

公
募

   

行
政
主
体
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
選
定
方
法

【
好
ま
し
い
条
件
】

▼�

土
地
利
用
上
の
法
規
制
が
無
い
、

ま
た
は
規
制
解
除
が
容
易
な

こ
と
。

▼�

幅
員
６
ｍ
以
上
の
道
路
が
近
く
、

搬
入
路
の
確
保
が
で
き
る
こ
と
。

▼�

水
道
・
電
気
な
ど
の
引
き
込
み
が

容
易
な
こ
と
。

▼�

土
地
の
形
状
・
地
質
が
整
備
に
適

し
て
い
る
こ
と
。

▼�

収
集
運
搬
の
効
率
に
優
れ
て
い

る
こ
と
。

地域のまちづくり活動を積極的に支援します

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

�

Ａ
４
・
横
書
き
で
、
文
頭
に
『
テ
ー
マ
』

と
『
名
前
』『
住
所
』『
電
話
番
号
』
を

記
載
く
だ
さ
い
。

　

③�

右
記
②
を
募
集
期
間
内
に
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

採
用
人
数　

２
人
（
選
考
実
施
要
綱
に
よ

り
審
査
し
ま
す
。
採
用
可
否
の
連
絡
は
11

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

▼
委
員
期
間　

12
月
か
ら
約
８
カ
月
程
度　

　
（
会
議
は
８
回
程
度
開
催
を
予
定
）

▼
そ
の
他　

　
・
市
の
規
定
に
よ
り
報
償
を
支
給
し
ま
す
。

　
・�

応
募
い
た
だ
い
た
『
考
え
や
ご
意
見
、

ご
提
言
』
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

広域一般廃棄物処理施設建設へ向け、
二市は皆さんの声を聞きながら、
一歩一歩、歩を進めています。

今こそ求められる市民と行政の協働力。
市民の皆さんと、共に考え、共に歩むため、
今後ともご理解・ご協力をお願いします。

問合せ／ 広域廃棄物処理対策室
☎ 055（949）8112
〒 410-2192
　伊豆の国市四日町２４３
　広域廃棄物処理対策室

例 例

例例例

【
必
須
条
件
】

▼�
有
効
敷
地
面
積
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
程

度
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

▼�

地
権
者
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ

て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と
。

▼�

応
募
す
る
こ
と
に
対
し
、
自
治
会

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　　反省を生かし導き出した〝公募〟という選定方法

　多くの市民に関心を持っていただき、また、地
域の理解を最大限尊重し、市民と行政との協働に
重点を置いた建設候補地の選定とするべく、建設
候補地を公募します。

　新施設の建設は、両市にとって重要かつ緊急の
課題であることをご理解の上、多くの自治会から
のご応募をお願いします。不明な点などありまし
たらお気軽にお問い合わせください。

募
集
要
領

項目 概要

処理対象物
可燃ごみ、
せん定枝、
脱水汚泥  など

処理能力 85 ｔ／日

処理方式

焼却方式を暫
定案とするが、
施設基本計画
で決定

建築面積 約 4,000㎡

余熱利用によるハウス栽培 交付金による
コミュニティ活動支援

ふっしょく
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区間

第1区

第2区

第3区

第4区

第5区

第6区

第7区

第8区

第9区

第10区

第11区

合計

走者

ジュニアＡ（女子）

小学生（男子）

小学生（女子）

一般（女子）

ジュニアＡ（男子）

40歳以上（男女不問）

中学生（男子）

中学生（女子）

ジュニアＢ（女子）

ジュニアＢ（男子）

一般（男子）

距離

3.974ｋｍ

1.848ｋｍ

1.469ｋｍ

3.549ｋｍ

6.478ｋｍ

4.288ｋｍ

3.564ｋｍ

3.020ｋｍ

4.670ｋｍ

4.310ｋｍ

5.025ｋｍ

42.195ｋｍ

選手団を
    紹介します

全力で走り、ベストタイム
を出してチームを良い成
績にしたい。

（敬称略）

▲こちらが『応援マップ』！
　観戦おすすめポイントも記載してあります

４

相原　大地相原　大地
修善寺東小5年修善寺東小5年 中伊豆小6年中伊豆小6年

内田　桃花内田　桃花
中伊豆小6年中伊豆小6年

浅田　麻奈浅田　麻奈
中伊豆小5年中伊豆小5年

豊田　哲志豊田　哲志
修善寺中2年修善寺中2年

豊田　颯人豊田　颯人
修善寺中3年修善寺中3年

大川　歩夢大川　歩夢
天城中1年天城中1年

荻島　彩荻島　彩
修善寺中3年修善寺中3年

堀江　渚沙堀江　渚沙
天城中1年天城中1年

日吉　遼日吉　遼
藤枝明誠3年藤枝明誠3年

鈴木　潤鈴木　潤
藤枝明誠1年藤枝明誠1年

鈴木　琢鈴木　琢
藤枝明誠1年藤枝明誠1年

永沼　美南子　永沼　美南子　
日大三島2年日大三島2年

村田　汐李　村田　汐李　
伊豆総合1年伊豆総合1年

藤井　岳之藤井　岳之

梅原　克佳　梅原　克佳　 太田　裕子太田　裕子 丸山　真理丸山　真理 浅田　勝美　浅田　勝美　 本多　雄一郎本多　雄一郎

あいはら　　 だいちあいはら　　 だいち おぎはら        きよしろうおぎはら        きよしろう うちだ　　　ももかうちだ　　　ももか あさだ　　　  まなあさだ　　　  まな

ほりえ          なぎさほりえ          なぎさおぎしま      あやおぎしま      あやおおかわ       あゆむおおかわ       あゆむ

すずき       じゅんすずき       じゅん ながぬま          みなこながぬま          みなこ むらた          しおりむらた          しおり

ほんだ         ゆういちろうほんだ         ゆういちろうあさだ         かつみあさだ         かつみまるやま          まりまるやま          まりおおた         ゆうこおおた         ゆうこうめはら      かつよしうめはら      かつよし

ひよし　　りょうひよし　　りょう

とよだ          さとしとよだ          さとし

とよだ         はやととよだ         はやと

ふじい        たけゆきふじい        たけゆき

土肥土肥

徳永徳永湯ケ島湯ケ島柏久保柏久保修善寺修善寺修善寺修善寺

すずき        たくすずき        たく

コーチ　酒井 隼人、荻島 政人、高木 亮輔、大川 直樹、
　　　　勝呂 和也、藤井 岳之、塩谷 美博、梅原 俊明、
　　　　平澤 克哉、工藤 悟、黒石 誠、齋藤 亮

本番では、自己ベストより
１秒でも速く走りたい。

初めてだけど、力を抜い
て頑張る！

ひたすら全力！！ 全力で走ります！応援お
願いします！

後悔のないように走る！！自分の力を出し切り、悔い
のない走りをしたいです。

自分の記録を伸ばしたい。

平常心・不動心で頑張り
ます！

自己ベストの区間記録を
目指したい！

自分の弱い心に打ち克つ！最後まで諦めず走り抜き
たい。

今年は抜かれません！

今年も伊豆市に貢献でき
るよう頑張ります。

昨年よりも良い走りをし
たいです。

自分の出せる限りを出し
きって走りたいです。

ベストを尽くしチームに
貢献します！

区間賞を取ります！

伊豆市

ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー『
４
』に
注
目
！

　
県
内
の
市
町
３９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、１１
区
間
、

42
．１
９
５
ｋｍ
の
コ
ー
ス
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

　
今
年
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
に
、修
善
寺
、中
伊
豆
、天
城
湯
ケ
島
、土

肥
の
４
地
区
で
の
練
習
会
や
伊
豆
総
合
高
等
学

校
で
の
全
体
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。伊
豆
市

の
ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
は『
４
』で
す
。伊
豆
市
代

表
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

と
き
／
１１
月
３０
日（
土
）１０
時
〜

　
　
　
静
岡
県
庁
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
／
静
岡
県
庁
〜
草
薙
陸
上
競
技
場

　
　
　
　（
静
岡
市
内
１１
区
間
）

テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
放
送
／

　
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
５０
分

　
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
　
９
時
４５
分
〜
１３
時
　
　

応
援
マ
ッ
プ
を
片
手
に
会
場
で
応
援
し
よ
う
！

　
コ
ー
ス
や
観
戦・撮
影
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
る『
応
援
マ
ッ
プ
』を
本
庁
、各
支
所
、

修
善
寺
体
育
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

監督　樋口 活人　ヘッドコーチ　三枝 宣男
　

ふ る さ と つな

～伊豆市への思いをタスキで繋ぐ～～伊豆市への思いをタスキで繋ぐ～

　　しずおか
市町対抗駅伝
　　しずおか
市町対抗駅伝
11月30日（土）、
　10時静岡県庁をスタート！！
11月30日（土）、
　10時静岡県庁をスタート！！

第１４回

伊豆市

4

できる限り頑張ります！！全力を尽くして、たすき
を繋ぎたいです！

静岡駅

草薙駅

東静岡駅

清水駅麻機街道

長谷通り

流通センター通り

東名高速道路

興津駅＊ コース紹介 ＊

第1・2中継所第1・2中継所
（駿府城公園内）（駿府城公園内）

第3中継所第3中継所
（西草深町東交差点）（西草深町東交差点）

第4中継所第4中継所
（JAあさはた支店）（JAあさはた支店）

第5中継所第5中継所
（西濃運輸）（西濃運輸）

第6中継所第6中継所
（清水六中）（清水六中）

第7中継所第7中継所
（神師生涯学習交流館）（神師生涯学習交流館）

第8中継所第8中継所
（清水清見潟公園）（清水清見潟公園）

第9中継所第9中継所
（清水区役所）（清水区役所）

第10中継所第10中継所
（清水七中）（清水七中）

ゴールゴール
先頭走者到着

予想時間12時10分
（草薙陸上競技場）

先頭走者到着
予想時間12時10分
（草薙陸上競技場）

スタートスタート
午前10時（県庁本館前）午前10時（県庁本館前）

国道１号静清バイパス

南幹線

1

荻原　清史郎荻原　清史郎
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　「私たちのまちはどんなまちになったらい いでしょう？」
　そんなまちづくりの未来を描く、『都市計 画マスタープラン』の策定に向けて、『地域
協議会』と『ジュニア協議会』での検討が行 われました。
　ここでは、活動の経過をお知らせします。 問合せ／土地対策課☎（83）5206

『都市計画マスタープラ ン』 ただ今、策定進行中！！

『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』と
は
？

　都
市
計
画
法
に
基
づ
き
各
市
町
が
作
成

す
る『
ま
ち
づ
く
り
の
最
も
基
本
的
な
方

針（
考
え
方
）』の
こ
と
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、人
口
や
産
業
の
動
向
な

ど
各
種
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、お
お
む
ね
２０

年
後
の
都
市
の
姿
を
描
き
、実
現
す
る
た

め
に
、土
地
利
用
、交
通
、道
路
、防
災
、景

観
な
ど
の
方
針
を
設
定
し
ま
す
。

　
都
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
な

る【
全
体
構
想
】と
、各
地
域
の
方
針
と
な

る【
地
域
別
構
想
】で
構
成
さ
れ
ま
す
。

策
定
す
る
目
的
は
？

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、そ
の

『
根
拠
と
な
る
考
え
方
』が
必
要
で
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、こ
の『
根
拠
と
な
る

考
え
方
』を
明
確
に
示
す
計
画
に
な
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、時
代
の
変
化
に
対
応
し
、都

市
が
持
続
し
続
け
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
、市
民
、事
業
者
、行
政
な
ど
す
べ
て

の
人
が
中
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

策
定
す
る
た
め
に
！

　
多
く
の
市
民
の
意
見
を
伺
う
た
め
、『
地
域

協
議
会
』と『
ジ
ュ
ニ
ア
協
議
会
』を
開
催
し

ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

地域の人が話し合う『地域協議会』
～地域のことは地域の人に～

中学生による「ジュニア協議会」
～私たちの未来を真剣に考える～

　９月１４日（土）、市役所別館で、市内の中学生１６
人による『伊豆市都市計画ジュニア協議会』を開
催しました。
　２０年後、伊豆市を支える年齢になっている中学
生たちが、将来のまちづくりについて真剣に考え
ました。２グループに分かれて統計データから見た
人口が減少していく将来に対して、どのようにし
て『明るい伊豆市』にするか、まちづくりのアイデ
アや今自分たちができることについて意見交換し
ました。最後には、まちづくりの案をまとめ、市長、
副市長、教育長の前で発表しました。

　地域のことは、そこに住んでいる人がいちばん
よくご存じです。『地域協議会』は、地域の人がま
ちづくりについて意見交換し、提案してもらうた
めの組織です。
　協議会は、旧修善寺町小学校区の修善寺小、修
善寺南小、修善寺東小、熊坂小と旧土肥町、旧天
城湯ケ島町、旧中伊豆町の７地区で構成され、６月
から１０月に各地区でそれぞれ３回開催、まちづく
りの課題や解決策など、具体的な検討が進められ
ました。第3回では、まとめとしてまちづくりの目
標を検討しました。
　また、10月10日（木）に『子育て支援センター』で、
子育てするママさんたちと意見交換をしました。

模型を使って現状の問題点を確認する参加者たち模型を使って現状の問題点を確認する参加者たち
それぞれの意見を出し合い、議論を交わしましたそれぞれの意見を出し合い、議論を交わしました

グループでまとめた意見を発表する生徒
グループでまとめた意見を発表する生徒

皆
さ
ん
の
意
見
を
基
に

　
今
回
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
と

め
、さ
ら
に
有
識
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、伊
豆
市
の
横
断
的
な
組
織

で
あ
る『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
庁
内

検
討
委
員
会
』で
案
を
作
成
し
ま
す
。

　
１２
月
に
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
全
体
の
案
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
う『
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
』を
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
本
庁
・
各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

各グループで意見を出し合いました各グループで意見を出し合いました

ジュニア協議会での意見
・安全な通学路
・魅力的な商店街
・コミュニティーが大事
　など…

　地域協議会での意見
　・街中の道路の改善
　・温泉街の景観ルール
　・里山や農地の景観
　・水害に強い地域づくり
　・安全に歩ける環境
　　など・・・

子育てするママさんたちの意見
・子供が安心して遊べる公園、広場
・バス、電車などの公共交通
・医療施設の充実
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訓
練
日
時

　
１２
月
１
日（
日
）『
地
域
防
災
の
日
』

　※

当
日
は
、年
末
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
行
わ

　
　
れ
ま
す（
詳
細
は
２４
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
　
訓
練
時
間
に
つ
い
て
は
、各
自
主
防
災
組

　
　
織
で
調
整
の
上
、実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

想
定

　
１２
月
１
日
（
日
）、９
時
に
駿
河
ト
ラ
フ

か
ら
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
大
規

模
地
震
が
突
然
発
生

し
、県
内
各
地
で
震

度
７
か
ら
６
弱
以
上

を
観
測
、県
下
全
域

で
著
し
い
被
害
が
発

生
し
た
。

重
点
項
目

　
１『
自
助
』…
自
分
で
で
き
る
こ
と

　
地
域
で
起
こ
り
得
る
被
害
を
考
え
、自
ら

の
命
を
守
る『
自
助
』の
た
め
に
と
る
べ
き

行
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
内
の
危
険
を
認
識
し
、地
震
が
発
生

　
し
た
際
、支
援
を
受
け
る
必
要
が
な
い
よ

　
う
に
、住
宅
の
耐
震
補
強
、家
具
の
固
定

　
に
努
め
る
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
土
砂
災
害
の
想
定
な

　
ど
、地
域
で
起
こ
り
得

　
る
被
害
を
確
認
す
る
。

○
沿
岸
部
で
は
、津
波
か

　
ら
自
ら
の
命
を
守
る

　
た
め
の
避
難
行
動
を

　
検
証
す
る
。

２ 

『
共
助
』…

地
域
で
で
き
る
こ
と

　
地
域
で
で
き
る『
共
助
』を
確
認
し
、地

震
発
生
時
の
被
害
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

○
平
日
・
休
日
、昼
間
・
夜
間
の
地
域
防

　
災
力
を
確
認
し
、中
・
高
校
生
な
ど
若

　
年
層
が
参
加
で
き
る
訓
練
を
実
施
す
る
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、災
害
時
要

　
援
護
者
に
つ
い
て
、地
域
に
お
け
る
安
否

　
確
認
、避
難
支
援
な
ど
の
体
制
を
確
認
す

　
る
。

○
津
波
避
難
訓
練
で
は
、津
波
避
難
台
帳
を

　
活
用
し
、住
民
の
安
否
確
認
を
実
施
す
る
。

○
事
業
所
な
ど
が
有
す
る
防
災
資
源
を
確

　
認
し
、地
域
と
事
業
所
な
ど
と
の
協
力
体

　
制
を
構
築
す
る
。

○
避
難
生
活
な
ど
を
想
定
し
、災
害
発
生
に

　
備
え
、行
動
す
る
。

○
あ
ら
か
じ
め
避
難
所
生
活
の
体
験
訓
練

　
を
実
施
し
、必
要
な
物
資
な
ど
の
点
検
・

　
備
蓄
行
動
に
つ
な
げ
る
。

○
支
援
を
必
要
と
す
る
自
宅
避
難
者
に
対

　
し
て
地
域
自
ら
が
必
要
な
情
報
・
食
料
、

　
生
活
必
需
品
を
伝
達
・
支
援
す
る
体
制

　
を
構
築
す
る
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
！

　
１２
月
１
日（
日
）、９
時（
地
域
防
災
訓
練

開
始
時
）に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
一
斉
に
鳴
り
ま
す
！

　
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
携
帯
電
話
が
鳴
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、鳴
動
に
よ
り

不
都
合
が
あ
る
人
は
、９
時
前
に
電
源
を
オ

フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

音が鳴って不都合がある人
は、当日の9時前に必ず電
源をオフにしてください！！

『
特
別
警
報
』と
は
？

　
予
想
さ
れ
る
現
象
が
従
来
の
警
報
基
準

を
超
え
る
５０
年
に
一
度
く
ら
い
の
異
常
な

も
の
で
、重
大
な
災
害
の
起
こ
る
恐
れ
が
著

し
く
大
き
い
こ
と
を
警
告
す
る
新
し
い
防

災
情
報
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ『
特
別
警
報
』を
創
設
し
た
の
？

　
こ
れ
ま
で
も
、大
雨
や
地
震
、津
波
、高

潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐

れ
の
あ
る
と
き
に
、警
報
を
発
表
し
て
警
戒

を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、紀
伊

半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成

２３
年
の
台
風
１２
号
に
お
い
て
、警
報
に
よ
る

重
大
な
災
害
へ
の
呼
び
掛
け
を
し
た
も
の

の
、必
ず
し
も
住
民
の
迅
速
な
避
難
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
例
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
警
報
や
注
意
報
に

変
更
は
あ
る
の
？

　
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
特
別
警
報
』が
発
表
さ
れ
て

い
な
く
て
も
油
断
は
禁
物
！

　『
特
別
警
報
』が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、テ
レ
ビ
、防
災
ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
よ
っ
て
最
新
の
気
象
情
報
に
注

意
し
、警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。現
象
の
進
み

具
合
に
応
じ
て
発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
、注

意
報
、警
報
を
活
用
し
、早
め
早
め
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　『
特
別
警
報
』が
出
た
場
合
、そ
の
地
域

は
、非
常
に
危
険
な
状
況
で
す
。屋
外
の
状

況
や
避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
注
意
し
て
、

直
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

特別警報特別警報
重大な災害が発生する恐れ
が著しく大きいときに発表
重大な災害が発生する恐れ
が著しく大きいときに発表

警報警報 重大な災害が発生する恐れ
があるときに発表
重大な災害が発生する恐れ
があるときに発表

注意報注意報 災害が発生する恐れがある
ときに発表
災害が発生する恐れがある
ときに発表

災
害
の
危
険
性

災
害
の
危
険
性

大大

小小

主な情報収集手段

大雨

暴風
高潮
波浪
暴風雪
大雪

現象の種類 基準

【『特別警報』の発表基準】

※数十年に一度の現象に相当する降雨量などの客観的な指標は気象庁のホームページで公表しています。
※大津波警報なども『特別警報』に位置づけています。

台風や集中豪雨により、数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、もしくは数十年に一度の強
度の台風や同じ程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により、暴風が吹くと予想される場合
数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により、高潮になると予想される場合
数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により、高波になると予想される場合
数十年に一度の強度の台風と同じ程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合
数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

　
　

　

防災ラジオ

インターネット広報車

テレビ

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を

〜
地
域
防
災
　
誰
か
で
は
な
く
　
主
役
は
あ
な
た
〜

12/１
（日）

　
今
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た『
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
』を
踏
ま
え
、地

域
で
想
定
さ
れ
る
被
害
を
再
確
認
し
、防
災
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、自
ら

の
命
を
守
る『
自
助
』と
自
ら
の
地
域
を
守
る『
共
助
』の
取
り
組
み
を
総
点
検

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
７２
）９
８
６
７

１２
月
の
第
１
日
曜
日
は『
地
域
防
災
の
日
』

『
特 

別 

警 

報
』

　
　
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
気
象
庁
で
は
、８
月
３０
日（
金
）か
ら『
特
別
警
報
』の
運
用
を
始

め
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、『
特
別
警
報
』に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

　
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、し
っ
か
り
と
し
た
情
報
を
事
前
に
把

握
し
て
お
く
こ
と
で
災
害
時
に
迅
速
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
７２
）９
８
６
７

直
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
！
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▲真新しい体育館をバックに植樹したマメザクラと笑顔の生徒と先生

 

体
育
館
の
落
成
を
祝
い

校
庭
に
マ
メ
ザ
ク
ラ
を
植
樹

　

9
月
26
日（
木
）、中
伊
豆
中
学
校
で
体
育
館
落
成
を

祝
い
、校
庭
に
マ
メ
ザ
ク
ラ
を
6
本
植
樹
し
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
の
は
生
徒
会
の
7
人
。ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て

土
を
掘
り
、マ
メ
ザ
ク
ラ
の
苗
を
丁
寧
に
植
え
、最
後
に

水
を
ま
き
ま
し
た
。ま
た
こ
の
日
の
た
め
に『
天
城
山
皮

子
平
マ
メ
ザ
ク
ラ
保
護
協
議
会
』の
メ
ン
バ
ー
5
人
も

訪
れ
、生
徒
た
ち
の
植
樹
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し

た
。生
徒
た
ち
は
、今
か
ら
生
育
す
る
の
が
楽
し
み
な

様
子
で
し
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
っ
て
面
白
い
！
」

サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
の
園
児
た
ち

▲足の裏でボールを上手に止める園児たち

気
持
ち
の
い
い
空
気
を
感
じ
な
が
ら ▲ゴールの御殿場口新五合目で記念撮影！！

　

10
月
6
日（
日
）、宝
永
火
口
ハ
イ
キ
ン
グ（
伊
豆
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。参

加
し
た
皆
さ
ん
は
、富
士
宮
口
五
合
目
か
ら
宝
永
火
口
、

双
子
山
を
通
り
、御
殿
場
口
新
五
合
目
ま
で
約
12
㎞
の

道
の
り
を
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、山
頂
ま
で
く
っ
き
り
と
見
え

る
富
士
山
や
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
宝
永
火
口
を
横
目

に
、こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
景
色
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
、大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

10
月
8
日（
火
）、土
肥
こ
ど
も
園
の
年
長
園
児
を

対
象
と
し
た
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
巡
回
ス

ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
を
止
め
る
練
習
や
シ
ュ
ー
ト
練
習
を
し

た
園
児
た
ち
は
最
後
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
園
児
は
大
喜
び
！
1

時
間
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

「
も
っ
と
や
り
た
い
！
」と
こ
の
日
の
た
め
に
来
て
く

れ
た
コ
ー
チ
に
お
願
い
す
る
園
児
た
ち
の
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

絶
景
の
富
士
山
を
満
喫
！

▲新しくできた5番線ホームで元気いっぱいの児童たち

生
ま
れ
変
わ
る
修
善
寺
駅

天
城
産
の
杉
板
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

　

10
月
5
日（
土
）か
ら
修
善
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

で
修
善
寺
新
駅
舎
の
一
部
供
用
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の

に
先
立
ち
、10
月
2
日（
水
）、総
合
学
習
で
修
善
寺

駅
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
修
善
寺
南
小
学
校
5
年

生
48
人
を
招
い
て
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、伊
豆
箱
根
鉄
道
の
社
員
か
ら
駅
舎

の
説
明
を
、市
職
員
か
ら
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、整
備
の
理
由
や
内
容
な
ど
を
新
駅
舎
を

見
学
し
な
が
ら
、し
っ
か
り
学
習
し
ま
し
た
。

▲ワクワクする展示品がいっぱい！12月１5日(日）まで開催

天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
第
8
弾

『
伊
豆
大
鉄
道
博
覧
会
』
開
催
！

　

10
月
5
日
（
土
）、天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
伊
豆
箱
根

鉄
道
修
善
寺
新
駅
舎
の
一
部
供
用
開
始
を
記
念
し
た
企

画
展『
伊
豆
大
鉄
道
博
覧
会
』が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、修
善
寺
新
駅
舎
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
、

お
も
ち
ゃ
コ
レ
ク
タ
ー
の
北
原
照
久
さ
ん
が
所
有
し
て
い

る
未
公
開
を
含
む
戦
前
・
戦
後
の
貴
重
な
ブ
リ
キ
模
型

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
伊
豆
箱
根
鉄
道
、伊

豆
急
行
、東
海
バ
ス
各
社
の
協
力
に
よ
る
鉄
道
資
料
も

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
1
日（
火
）、市
役
所
本
庁
で
市
と（
株
）ニ
チ
イ

ケ
ア
パ
レ
ス
が
、『
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定

書
』の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、地
震
、風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

り
、要
介
護
認
定
者
な
ど
の
災
害
要
援
護
者
が
、居
宅
で

の
居
住
が
困
難
に
な
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合

や
、指
定
さ
れ
た
避
難
所
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、

市
の
要
請
に
よ
り
施
設
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
、避
難

者
の
受
け
入
れ
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

災
害
時
に
お
け
る
協
定
の
締
結

▲記念撮影する市長（左）、野田管理者（中央）、ニュータウン区（右）

ま
た
同
日
、
ニ
チ
イ
ホ
ー
ム
修
善
寺
の
地
元
で
あ
る
修
善
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

区
と
（
株
）
ニ
チ
イ
ケ
ア
パ
レ
ス
と
の
間
で
も
、
災
害
時
に
お
け
る
互
い
の

協
力
・
支
援
に
関
す
る
『
災
害
時
に
関
す
る
覚
書
』
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

※



　
本
校
で
は
、総
合
的
な
学
習
の

時
間
を『
や
ま
せ
み
学
習
』と
称

し
、『
自
ら
課
題
を
見
つ
け
主
体
的

に
、人・物・事
に
働
き
か
け
、問
題

を
解
決
し
た
り
、解
決
し
て
分
か
っ

た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
表
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
』、『
地

域
の
良
さ
を
実
感
し
、自
分
の
も

の
の
見
方
や
考
え
方
に
生
か
し
て

い
く
子
』の
育
成
を
目
指
し
、さ
ま

ざ
な
栽
培
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
巨
峰
発
祥
地
と
し
て
、15
年
ほ

ど
前
か
ら
校
庭
の
北
側
に
４
年
生

が
巨
峰
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。地

元
の
萩
野
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、つ
る
の
せ
ん
定
や
施
肥
、７

月
に
は
袋
掛
け
作
業
を
行
い
ま
し

た
。昨
年
は
、受
粉
期
に
台
風
に
襲

わ
れ
、実

り
ま
せ

ん
で
し

た
が
、今

年
は
大

豊
作
。２

学
期
の

始
ま
り

と
同
時

に
収
穫

　
本
校
で
は
、総
合
的
な
学
習
の

時
間
を『
や
ま
せ
み
学
習
』と
称

し
、『
自
ら
課
題
を
見
つ
け
主
体
的

に
、人・物・事
に
働
き
か
け
、問
題

を
解
決
し
た
り
、解
決
し
て
分
か
っ

た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
表
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
』、『
地

域
の
良
さ
を
実
感
し
、自
分
の
も

の
の
見
方
や
考
え
方
に
生
か
し
て

い
く
子
』の
育
成
を
目
指
し
、さ
ま

ざ
な
栽
培
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
巨
峰
発
祥
地
と
し
て
、15
年
ほ

ど
前
か
ら
校
庭
の
北
側
に
４
年
生

が
巨
峰
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。地

元
の
萩
野
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、つ
る
の
せ
ん
定
や
施
肥
、７

月
に
は
袋
掛
け
作
業
を
行
い
ま
し

た
。昨
年
は
、受
粉
期
に
台
風
に
襲

わ
れ
、実

り
ま
せ

ん
で
し

た
が
、今

年
は
大

豊
作
。２

学
期
の

始
ま
り

と
同
時

に
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、た
わ
わ
に
実
っ

た
紫
色
の
大
き
な
房
を
一
つ
ず
つ
丁

寧
に
は
さ
み
で
切
り
取
っ
て
い
ま
し

た
。巨
峰
は
全
校
児
童
に
振
る
舞
わ

れ
た
ほ
か
、家
族
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
も
な
り
、み
ん
な
で
収
穫
を
喜
び

ま
し
た
。 

　
　
　
　
　

　
校
舎
東
側
の
学
校
田
を
活
用
し

て
、毎
年
５
年
生
が
稲
作
体
験
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
地
元
の

土
屋
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

も
み
ま
き
か
ら
稲
刈
り
ま
で
一
貫

し
た
体
験
が
で
き
ま
し
た
。９
月
に

は
学
校
田
が
黄
金
色
に
輝
き
、稲
刈

り
を
し
ま
し
た
。収
穫
し
た『
ひ
と

め
ぼ
れ
』は
、学
校
給
食
や
調
理
実

習
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
数
年
前
、リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や
着

物
、寝
具
な
ど
を
次
々
に
購
入
さ
せ

る『
次
々
販
売
』と
呼
ば
れ
る
訪
問
販

売
被
害
が
社
会
的
問
題
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、こ
れ
を
受
け
て
画
期
的

な
法
律
改
正
が
な
さ
れ
、訪
問
販
売

被
害
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、最
近
、主
に
過
去
に
何

ら
か
の
訪
問
販
売
被
害
に
遭
っ
た
高

齢
者
を
狙
い
撃
ち
し
て
、「
無
料
点
検

を
し
て
い
る
」な
ど
と
言
っ
て
、家
に

上
が
り
込
み
、屋
根
、屋
根
裏
、床
下

な
ど
、す
ぐ
に
は
確
認
で
き
な
い
場
所

に「
ネ
ズ
ミ
が
い
る
」、「
シ
ロ
ア
リ
が

い
る
」な
ど
と
不
安
感
を
あ
お
り
、高

額
の
契
約
を
次
々
に
さ
せ
る
被
害
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
ひ
ど
い
案
件
で
は
、手
持
ち
の
現
金

が
な
い
高
齢
者
を
金
融
機
関
の
窓
口
ま

で
連
れ
て
行
き
、そ
の
場
で
お
金
を
下

ろ
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　『
無
料
』だ
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
家

に
入
れ
な
い
よ
う
、く
れ
ぐ
れ
も
用
心

し
て
く
だ
さ
い
。司法

書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
山
脈
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『不安をあおる訪問販売被害』

●
伊
豆
市
内
で
空
き
巣
発
生
！

　
９
月
中
旬
、伊
豆
市
内
で
空
き

巣
が
２
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
気
候
の
良
い
秋
に
な
る
と
、さ
わ

や
か
な
秋
風
を
通
す
た
め
に
窓
を

開
け
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。解
放

的
な
気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
が
、あ

な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
空
き

巣
を
招
き
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
秋
は
空
き
巣
が
増
え
る

○
運
動
会
や
行
楽
な
ど
家
を
留
守

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

○
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、ド
ロ
ボ
ー

が
人
目
を
避
け
て
行
動
し
や
す

い
時
間
が
増
え
る
。

■
空
き
巣
の
防
犯
対
策

　
ド
ロ
ボ
ー
は
音
、光
、時
間
を
嫌

い
ま
す
。

○
音・光
…
人
が
近
づ
く
と
反
応
す

る
防
犯
ブ
ザ
ー
や
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
を
付
け
る
。

○
時
間
…
侵
入
に
5
分
以
上
か
か

る
と
、約
７
割
は
犯
行
を
あ
き
ら

め
る
。

　
施
錠
の
習
慣
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、最
強
の
防
犯
対
策
は『
人
の

目
』で
す
。地
域
住
民
が
一
体
と
な

っ
て
不
審
者
が
歩
き
に
く
い
ま
ち

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
あ
な
た
も
街
の
捜
査
官

〜
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
〜

　
平
成
25
年
８
月
末
現
在
、全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人

は
、凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
察
が

指
定
し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑

者
を
は
じ
め
、約
８
３
０
人
に
上
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
殺
人
、

強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、暴

行
、傷
害
、窃
盗
、詐
欺
、横
領
な
ど
の

事
件
に
関
与
し
、指
名
手
配
さ
れ
て

お
り
、再
び
犯
行
に
及
ぶ
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
検
挙
し
た
上
で
、１１
月
中

に
全
国
の
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追

跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、こ
れ
ら

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
指
名
手
配

被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜
査
活
動

に
は
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
、ま
た
人
目
を
避
け
る

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
人
が
居
る

な
ど
、ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報
で
も
結

構
で
す
。迷
わ
ず
警
察
に
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
特
別
活
動
の
重
点
目

標
は
、『
絆
を
も
と
に
行
事
に
熱
中

し
、自
治
力
の
あ
る
集
団
づ
く
り
』

と
設
定
し
ま
し
た
。

　
生
徒
の
自
発
的
な
活
動
の
場
で

あ
る
桂
流
祭
体
育
の
部
が
９
月
21

日（
土
）に
、文
化
の
部
が
10
月
5
日

（
土
）に
終
了
し
ま
し
た
。縦
割
り
活

動
の
充
実
を
図
り
、絆
を
強
め
、地

域
交
流
の
場
と
す
る
、と
い
う
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、多
く
の
来
賓
や
保
護

者
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご

声
援
を
い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
は

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

桂
流
祭
体
育
の
部
開
会
式
で
の

実
行
委
員
長
の
話

3
年
1
組
　
山
中 

恵
さ
ん

　『
燃
え
ろ 

輝
け 

修
中
魂
』。熱
意

に
満
ち
た
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、準

備
や
練
習
を
重
ね
て
き
た
日
々
に

は
、い
ろ
い
ろ
な
困
難
の
中
に
も
大

き
な
充
実
感
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
集
大
成
で
も
あ
る

桂
流
祭
体
育
の
部
が
本
番
と
な
り

ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
の『
修
中
魂
』と
い
う

言
葉
は
、本
来
、生
き
て
い
る
も
の
の

生
命
の
原
動
力
と
い
う
意
味
合
い
を

持
ち
ま
す
が
、同
時
に
ま
た
、物
事

を
行
う
人
間
の
精
神
・
気
力
と
も
い

え
ま
す
。
修
中
生
ら
し
く
、力
の
限

り
精
一
杯
、あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

粘
り
強
く
、そ
し
て
、仲
間
を
信
じ
て

励
ま
し
合
い
、秋
風
の
よ
う
に
さ
わ

や
か
に
競
技
に
臨
む
こ
と
こ
そ『
修

中
魂
』が
輝
け
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
今
日
一
日
、競
う
合
う
中
に
も
お

互
い
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
に
素
直
に
感
動
し
合
え
る
体
育

の
部
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま

し
ょ
う
。

『
や
ま
せ
み
学
習
』で

　
　
　実
り
の
秋
を
実
感

『
や
ま
せ
み
学
習
』で

　
　
　実
り
の
秋
を
実
感

『
や
ま
せ
み
学
習
』で

　
　
　実
り
の
秋
を
実
感

　

桂
流
祭

　体
育
の
部

　

桂
流
祭

　体
育
の
部

　

桂
流
祭

　体
育
の
部

中伊豆
小学校

修善寺
中学校

日
本
語
で
外
人
女
性
が
子
守
唄
乳
児
い
だ
き
て
湯
道
を
行
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
田 

晴
湖
（
西
平
）

老
眼
は
遠
く
は
見
え
る
と
思
い
し
が
身
の
遠
近
は
い
ま
だ
に
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤 

き
く
代
（
金
山
）

一
斉
に
我
を
見
上
げ
る
ひ
ま
わ
り
は
世
界
遺
産
の
富
士
を
背
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎 

富
美
子
（
茅
野
）

何
代
も
受
け
継
ぎ
来
た
る
米
作
り
今
年
か
ぎ
り
と
亡
夫
の
墓
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
立 

と
り
（
宿
）

夕
暮
れ
て
通
う
湯
道
に
白
々
と
今
年
も
冴
え
て
秋
明
菊
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
田 

千
代
（
門
野
原
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

▲鮮やかな紫色の巨峰を丁寧に収穫

▲収穫の喜びを味わう児童たち

け
い
り
ゅ
う
さ
い

け
い
り
ゅ
う
さ
い

け
い
り
ゅ
う
さ
い

▲体育の部開会式での力強い選手宣誓

あ
や
し
い
人
を
見
掛
け
た
ら
…

連
絡
先
／

大
仁
警
察
署
　
☎（
76
）０
１
１
０
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●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～季節を感じながら食欲の秋を楽しんで！！～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 4人分 》

◆園目標　げんきで　なかよく　たくましく
◆重点目標　○友達となかよく遊べる子
　　　　　　○なんでも挑戦する子
　　　　　　○生活習慣を身につけた子
　　　　　　

①アジの開き干しはグリルで焼
く。

②レモンは、薄切りにし、シメジ
は小房に分ける。

③タマネギ、ニンジン、ピーマン
を千切りにして、フライパン
でいためる。

④弱火にしたフライパンにシメ
ジを加え空いりする。

⑤グリルしたアジの上にいため
た野菜、レモンを乗せ、Aをか
ける。容器などで密封し冷蔵
庫で一晩味をなじませてお
く。

◆アジ開き干し………4枚
◆シメジ……………  80ｇ
◆タマネギ…………  40ｇ
◆レモン……………  適宜
◆ニンジン…………  40ｇ
◆ピーマン…………  40ｇ
◆【Ａ】
　◇酢……………大さじ1
　◇砂糖…………大さじ1
　◇だし汁………  100㏄

　
土
肥
こ
ど
も
園
は
、幼
稚
園
児
34
人
、保
育
園
児
20
人

の
子
ど
も
た
ち
が
、毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。昨
年

の
夏
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

『
３
分
以
内
の
避
難
完
了
』を
目
標
に
月
１
回
行
う
避
難

訓
練
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は『
じ
っ
く
り
遊
べ
る
子
』を
目
指
し
、保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。『
元
気
な
あ
い
さ
つ
、元
気
な
返
事
』な
ど

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、外
で
体
を
い
っ
ぱ
い

動
か
し
て
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
、固
定
遊
具
へ
の
挑
戦
や
、友
達
や

先
生
と
一
緒
に
楽
し
む
集
団
遊
び
が
盛
ん
で
す
。遊
び
の
中

で
喜
び
や
悔
し
さ
を
共
感
し
合
っ
た
り
、「
な
ぜ
？
」の
気
持

ち
を
と
も
に
考
え
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、自
分
の
思
い
や

考
え
を
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
行
事
な
ど
へ
の
た
く
さ
ん

の
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、交
流
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
、サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
と
行
い
、収
穫
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
形
、大
き
さ
の
お
イ
モ
が
土
の
中
か

ら
顔
を
出
す
と
、子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
。お
礼
に
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
料
理
を
一

緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
支
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、『
わ
く
わ
く 

ど
き
ど
き 

う
き
う
き
』を
合
言
葉
に
、元

気
に
た
く
ま
し
く
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

土肥こども園土肥こども園

◇エネルギー…122kcal　◇カルシウム…61mg
◇たんぱく質…20.2g　◇脂質…9.9g　◇食塩相当量…1.3ｇ

 

さ
っ
ぱ
り
味
で
カ
ル
シ
ウ
ム
も
た
っ
ぷ
り
！

　ア
ジ
の
開
き
干
し
の
マ
リ
ネ

 

さ
っ
ぱ
り
味
で
カ
ル
シ
ウ
ム
も
た
っ
ぷ
り
！

　ア
ジ
の
開
き
干
し
の
マ
リ
ネ

　サツマイモ、クリ、リンゴ…文字を見ただけで、とてもわくわくしま
す。おいしい食材がたくさん収穫される時期の到来に心も弾みます。
　旬の食べ物を味わうことで、四季を感じられる日本に生まれて幸せに
思います。7年後のオリンピックで来日した外国人にも、日本の良さを
感じてもらえる『おもてなし』ができれば良いですね。

伊豆市食育推進会議委員　成川 操美（天城小学校）

▲ライオンズの皆さんとの交流

▲小・中・高校生との交流も盛ん

市然
発見♪市然
発見♪

巨
木
・
名
木
探
訪
③

〜
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
、わ
た
し
た
ち
の『
宝
』〜

問合せ／観光交流課☎（72）9911

第26回巨木を語ろう全国フォーラムin伊豆　
　入場無料で、誰でも参加できます。ぜひお越しください。とき／11月16日（土）13時15分～ところ／天城会館

第26回巨木を語ろう全国フォーラムin伊豆　
　入場無料で、誰でも参加できます。ぜひお越しください。とき／11月16日（土）13時15分～ところ／天城会館

　
天
城
連
山
を
踏
破
す
る
天
城
縦
走

コ
ー
ス
の
小
岳
と
戸
塚
峠
の
間
に
あ

る
ブ
ナ
の
奇
木
。
写
真
家
、
曽
我
定

昭
氏
の
写
真
集
『
天
城
』
の
表
紙
を

飾
っ
た
こ
と
で
一
躍
有
名
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
周
辺
は
ブ
ナ
林
が
広

が
っ
て
お
り
、
新
緑
や
紅
葉
の
季
節

は
ハ
イ
カ
ー
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

ヘビブナ

茅野エドヒガンザクラ
（２本）

青埴神社の
枝垂れイロハカエデ

　
上
白
岩
地
区
に
あ
る
大
宮
神
社
の
社

叢
は
、
総
面
積
７
７
１
２
・
４
㎡
の
境

内
に
、
マ
ツ
、
カ
シ
、
ス
ギ
な
ど
の
老

木
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
樹
木
が
う
っ

そ
う
と
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
樹
木
は
、
上
白
岩
や
下
白

岩
の
総
鎮
守
で
あ
り
、
住
民
か
ら
崇
拝

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
天
然
記

念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大宮神社の社叢

　
青
羽
根
地
区
に
あ
る
青
埴
神
社
に
あ

る
目
通
り
１
・
88
ｍ
、
樹
高
４
・
５

ｍ
、
枝
垂
れ
高
さ
７
・
７
ｍ
、
推
定
樹

齢
１
４
０
〜
１
８
０
年
の
県
指
定
の
天

然
記
念
物
で
す
。
１
０
０
年
以
上
前
、

青
羽
根
地
区
内
の
宅
地
に
あ
り
、
そ
れ

を
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
以
前

は
、
子
ど
も
た
ち
が
木
登
り
を
し
た

り
す
る
遊
び
場
と
し
て
、
大
変
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
伊
豆
地
方
最
大

の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
で
、
紅
葉
の
時
期

は
他
種
よ
り
や
や
遅
く
、
例
年
で
は

12
月
上
旬
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
道
の
駅
『
天
城
越
え
』
内
に
自
生

し
、
い
ず
れ
も
目
通
り
４
ｍ
弱
、
樹

高
約
17
ｍ
、
推
定
樹
齢
２
５
０
年
の

市
指
定
の
天
然
記
念
物
で
す
。

　
花
の
見
ご
ろ
は
、
例
年
４
月
20
日

ご
ろ
で
花
期
は
約
１
週
間
ほ
ど
で

す
。
現
在
、
観
賞
用
と
し
て
植
栽
さ

れ
て
い
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
幕

末
、
江
戸
染
井
の
植
木
屋
か
ら
売
り

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
雑
種
と
い
わ

れ
、
そ
の
発
祥
地
は
伊
豆
市
の
船
原

峠
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

しゃそう

あおはに

2013 . 1119 2013 . 11 18



⁉

▼Q1.受動喫煙防止対策について ▼Q2.業種別喫煙率について

▼Q1.喫煙防止対策の有無について

▼Q1.受動喫煙防止対策について ▼Q2.業種別喫煙率について

▼Q1.喫煙防止対策の有無について

市内事業所や公民館の喫煙対策はどうか
アンケート結果から考察

　このほど伊豆市商工会と保健委員の皆さんの協力のもと、市内 1,157 事業所と地区
公民館の喫煙対策実施状況アンケートを行いましたので、その結果をお伝えします。

　■事業所の喫煙対策

Q1. 受動喫煙防止対策について

①敷地内全面禁煙
②建物内全面禁煙
③ 喫 煙 室 や 喫 煙

コーナーを設置
④時間分煙
⑤対策計画中
⑥対策未実施
⑦未記入

②
27%

④
2%

③
16%

⑤
3％

⑥
36％

⑦
7%

①
9%

　全体の 54％が何
らかの対策を実施し、
3％は計画中、36％
は未実施でした。事業所の喫煙防止対策も進んできています。
　また、全体の喫煙率は 20.8％で、全国の喫煙率（20.1％）
と、ほぼ同じ値です。（参考：平成 23 年厚生労働省国民健康
栄養調査）　『喫煙者がいない』事業所も、45.7％と約半数を
占めており、吸わない人も増えています。

Q2. 業種別喫煙率について
①

16.4%

0

（％）

5 10 15 20 25 30 35

3％

20.1％

飲食店、宿泊業

電気・ガス熱供給・水道業

建設業
製造業

金融・保険業

専門技術サービス業

全国喫煙率

運搬・情報通信業 32.3％
31.3％

24.7％

16.4％
生活関連サービス ・ 娯楽 19％

16％
5％

その他 10.4％

　受動喫煙防止対策実施事業所の問題点としては、『分煙されているが臭
いや煙の漏れがある』21 件、『喫煙場所の周囲が臭いなどの苦情がある』
12 件、『禁煙区域で喫煙する違反者がいる』10 件、『喫煙のために離席
するので窓口や電話の対応などに支障がでる』8 件が主なもので、その
ほか『喫煙を好むお客様がまだ多い』、『吸い殻の片付けができていない』、

『小さな個人商店なので分煙できない』などの意見がありました。

　■地区公民館などの喫煙対策

Q1. 喫煙防止対策の有無について

①ある
34%

②ない
66%

　地区公民館などでは、受動喫煙防
止対策として、『会議中のみ禁煙』が
32％と最も多く、次に『建物内のみ全
面禁煙』26%、『喫煙場所指定（不完
全分煙）』18％という結果でした。『敷
地内全面禁煙』の施設は、牧之郷公民
館と土肥平野集会所の 2 施設で、『建
物内のみ全面禁煙』の施設は、10 施
設でした。
　しかし、受動喫煙防止対策を実施し
ていない施設は全体の 66％あり、そ
のほとんどが、『受動喫煙防止対策の話
し合いが行われていない』ということ
も分かりました。

　9 月に市内公共施設など（18 施設）に受動喫煙防
止対策アンケートを実施しました。
　約 9 割の施設が対策を実施していましたが、『敷地
内全面禁煙』は、だるま山高原レストハウスと丸山ス
ポーツ公園のみ（12％）で、そのほかは『建物内の
み全面禁煙』35％、『喫煙場所指定（不完全分煙）』
35％、『喫煙場所指定（完全分煙）』18% という結
果でした。
　引き続き施設の受動喫煙防止対策に努めていきます。
★対象施設／本庁、各支所、狩野ドーム、だるま山高
原レストハウス、中伊豆グラウンド、修善寺体育館・
グラウンド、中伊豆社会体育館、修善寺虹の郷、湯の
国会館、中伊豆室内温水プール、天城温泉プール、丸
山スポーツ公園、道の駅天城越え、狩野川記念公園、
修善寺総合会館、六仙の里公園

■公共施設の対策はどうなの？

　

た
ば
こ
は
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
な
ど
の
多
く
の
疾
患
と
関
連
が

あ
る
ほ
か
、
低
出
生
体
重
児
な
ど
の
妊
娠
に
関
連
し
た
リ
ス
ク
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ク
は
喫
煙
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
人
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
先
日
行
っ
た
喫
煙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
、
市
内
の
喫
煙
状
況
と
健
康
へ
の
影
響
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

      

あ
な
た
の
禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト

　   

お
と
な
の
健
康
相
談

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善

に
向
け
た
『
お
と
な
の
健
康
相
談
』
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
で
は
、
市
の
保
健
師
や
栄
養

士
が
話
を
伺
い
、
簡
単
な
測
定
を
通
し
て
、

普
段
の
生
活
で
で
き
そ
う
な
こ
と
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。「
禁
煙
し
た
い
け

ど
、
な
か
な
か
で
き
な
い
」、「
最
近
、
体

調
が
す
ぐ
れ
な
い
」
な
ど
健
康
に
関
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き
／
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
。
時
間
は

い
ず
れ
も
９
時
～
11
時
で
す
。

①
11
月
26
日
（
火
）

②
12
月
24
日
（
火
）

③
平
成
26
年
１
月
28
日
（
火
）

④
２
月
25
日
（
火
）

⑤
３
月
25
日
（
火
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
19
歳
以
上
の
市
民

内
容
／
○
禁
煙
相
談

○
肺
機
能
測
定
…
肺
年
齢
が
分
か
り
ま
す
。

○
体
重
・
体
脂
肪
測
定

○
血
圧
測
定

○
尿
検
査
（
た
ん
ぱ
く
、
糖
、
潜
血
）

○
健
診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
改
善
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス

○
栄
養
相
談
（
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
、
減
塩

な
ど
）

○
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
…
大
さ
じ
１
杯
程

度
の
み
そ
汁
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
申
し
込
み
不
要
、
相
談
無
料
で
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

   

あ
な
た
の
大
切
な
人
を

　
　
　
　
守
る
た
め
に
…

　

た
ば
こ
が
与
え
る
健
康
へ
の
影
響
は
、

肺
が
ん
で
は
吸
わ
な
い
人
の
約
４
倍
、
虚

血
性
心
疾
患
で
は
約
３
倍
、
脳
卒
中
で
は

約
２
倍
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
者
が
直
接
吸
い
込
む
煙

（
主
流
煙
）
よ
り
、
た
ば
こ
の
先
か
ら
出

る
煙
（
副
流
煙
）
の
方
が
、
多
く
の
危
険

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら

た
ば
こ
の
煙
を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

両
親
が
喫
煙
者
な
ら
ば
、
呼
気
か
ら
有
害

物
質
が
排
出
さ
れ
、
有
害
物
質
が
染
み
込

ん
だ
洋
服
で
、
か
わ
い
い
わ
が
子
を
抱
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
乳
幼
児
は
、
自
分
で

煙
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲

の
大
人
が
考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
す
。

　

市
内
に
は
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
、
地
区

公
民
館
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
全
面

禁
煙
は
難
し
く
、
喫
煙
室
や
喫
煙
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
分
煙
措
置
を
と
っ
て
い

る
施
設
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
は
、
分
煙
措
置
で
は

受
動
喫
煙
防
止
対
策
と
し
て
は
、
不
十
分

で
あ
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
、
自
分
の
健
康
を
守
る

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
禁
煙

は
、
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
が

ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の

多
く
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果
や
、

子
ど
も
な
ど
非
喫
煙
者
の
健
康
を
守
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。

　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
と
大
切

な
人
を
守
る
た
め
に
。

川
根
本
町

吉
田
町

伊
豆
市

沼
津
市
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伊
豆
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岡
市

富
士
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市

清
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県内各市町特定健診受診者の喫煙率の状況
（出典：平成 22 年度特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書）

 
も
う
吸
わ
な
い
！

　
あ
な
た
の
た
め
、
わ
た
し
の
た
め

　
　
禁
煙
の
ス
ス
メ

　

た
ば
こ
が
引
き
起
こ
す
病
気

　

た
ば
こ
の
害
は
、
肺
が
ん
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
が
ん
の
発
生
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
の
煙
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
口

や
の
ど
の
ほ
か
に
も
、
食
道
や
肝
臓
、
膀
胱
、

胃
、
子
宮
な
ど
に
も
魔
の
手
は
伸
び
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
の
喫
煙
者
の
約
５
割

が
発
症
し
て
い
る
『
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
※
）』の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
も

高
め
て
い
ま
す
。
既
に
そ
れ
ら
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
人
が
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
る
と
悪
条
件
が
重
な
り
、
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
の
命
に
も
か
か
わ
る
深
刻
な
病

気
の
発
症
リ
ス
ク
が
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

（
※
）
肺
気
腫
や
慢
性
気
管
支
炎
を
含
む
疾
患
で
す
。   

  
妊
娠
・
出
産
な
ど
へ
の
影
響

　

女
性
が
妊
娠
中
に
た
ば
こ
を
吸
う
と
、

子
宮
や
胎
盤
の
血
流
が
悪
く
な
り
、
流
産

や
早
産
、
低
出
生
体
重
児
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
の
煙
は
乳
幼

児
の
ぜ
ん
そ
く
や
中
耳
炎
、
乳
幼
児
突
然

死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
な
ど
を
引
き
起

こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

  

周
囲
の
人
の
健
康
に
も
害
を
及
ぼ
す

　

自
分
の
意
思
に
関
係
な
く
、
ほ
か
の
人

が
吸
っ
て
い
る
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

る
こ
と
を
『
受
動
喫
煙
』
と
い
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
害
は
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
大
切
な
家
族
や
周

囲
の
人
の
健
康
を
も
脅
か
し
ま
す
。

  

県
東
部
地
域
は
喫
煙
者
が
多
い

　

左
記
の
グ
ラ
フ
は
、
県
内
市
町
の
喫
煙

率
を
表
し
た
も
の
で
す
。
東
部
地
域
の
市

町
に
は
比
較
的
喫
煙
者
が
多
い
状
況
で
す
。

　

伊
豆
市
は
35
市
町
中
ワ
ー
ス
ト
９
位
で
、

グ
ラ
フ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
男
性

に
つ
い
て
は
、
喫
煙
率
が
36
％
を
超
え
、

ワ
ー
ス
ト
４
位
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
最
も
喫
煙
率
が
低
い
の
が
川

根
本
町
で
、
12
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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伊
豆
市
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
無
料
相
談
）

　
『
最
近
体
調
が
悪
い
が
、
ど
ん
な
病
気
が
考
え

ら
れ
る
？
』、『
高
齢
者
の
介
護
方
法
は
？
』、『
夜

中
に
急
な
発
熱
や
腹
痛
！
診
て
く
れ
る
医
療
機
関

は
？
』、『
ケ
ガ
を
し
た
時
の
応
急
処
置
は
？
』、『
出

産
・
育
児
の
こ
と
を
相
談
し
た
い
』
な
ど
、
日
常
生

活
の
中
で
、
健
康
に
関
す
る
悩
み
や
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
と
き
は
『
伊
豆
市
健
康
ほ

っ
と
ラ
イ
ン
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
市
民
。
保
健
師
や
看
護
師
、
医
師
な
ど

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
・
年
中
無
休
で
相
談
に

応
じ
、
分
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
／
☎
０
１
２
０
（
２
３
５
）
１
２
４

★
利
用
者
の
声
★

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

『
さ
し
の
べ
た 

そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱
』

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
れ
っ
て
、
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

　
「
子
ど
も
の
泣
き
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
る
」、
「
い

つ
も
不
潔
に
し
て
い
る
」
な
ど
虐
待
を
疑
わ
れ
る
子

ど
も
に
気
付
い
た
ら
、
相
談
・
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
に
よ
り
、
虐
待
を

行
っ
た
保
護
者
へ
の
子
育
て
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
連
絡
・
相
談
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡

者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
子
育
て
の
悩
み
を
、
一
人
で
抱
え
な
い
で

　
「
子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
」、
「
周
り
に

に
相
談
で
き
る
人
は
い
ま
す
か
？
」
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
気
軽
に
周
囲
の

人
や
相
談
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
産
や
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を
相
談
で

き
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん
で
い
る
家
庭
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い

れ
ば
、
ひ
と
声
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
カ
条

①
通
告
は
義
務
…
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
に
連
絡
を
。

②
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
…
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」

は
言
い
訳
。

③
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
…
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
。

④
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
…
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も

の
立
場
。

⑤
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
…
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り

で
も
起
こ
り
得
る
。

相
談
・
問
合
せ
／
県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
５

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
７
０

11
月
12
日
～
25
日

『
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
』
期
間

　

相
手
と
い
る
と
、
怖
い
と
感
じ
た
り
緊
張
し
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
暴
力
に
は
、『
な
ぐ
る
』、『
物

を
投
げ
つ
け
る
』、『
無
視
す
る
』、『
性
行
為
を
強
要

す
る
』、『
避
妊
に
協
力
し
な
い
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
し
て
み
る
こ
と
で
、
一
人
で
は
気
付
か
な
か

っ
た
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相

手
と
の
関
係
を
「
つ
ら
い
」、
「
何
か
お
か
し
い
」
と

感
じ
て
い
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
・
問
合
せ
／

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
☎
０
５
７
０‐０‐５
５
２
１
０

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
７
０

要
介
護
高
齢
者
等
介
護
者
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

　

在
宅
の
寝
た
き
り
や
認
知
症
高
齢
者
を
介

護
す
る
家
族
に
、
経
済
的
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

認
定
基
準
日
／
平
成
25
年
10
月
１
日

対
象
者
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
と
同
居
し
介
護
し
て
い
る
人

○
基
準
日
前
１
年
間
以
上
継
続
し
て
要
介
護

４
ま
た
は
５
に
該
当
し
て
い
る
人

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も

寝
た
き
り
の
状
態
の
人
は
、
確
認
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
基
準
日
前
１
年
間
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
（
１
週
間
程
度
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
は
除
く
）

○
基
準
日
前
１
年
間
に
病
院
・
診
療
所
な
ど

に
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
な
い
人

○
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

手
当
額
／
１
人
に
つ
き
12
万
円

申
請
期
間
／

12
月
２
日
（
月
）
～
12
月
27
日
（
金
）

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

各
種
福
祉
手
当
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
次
の
と
お
り
手
当
額

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

手
当
月
額
／

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
…

　

１
級
５
０
０
５
０
円
、
２
級
３
３
３
３
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当
…
２
６
０
８
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当
…
１
４
１
８
０
円

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
制
度
に
つ
い
て

　

県
が
高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の
入

学
・
修
学
が
経
済
的
に
困
難
な
母
子
家
庭
の

人
に
、
授
業
料
や
教
材
費
な
ど
に
か
か
る
修

学
資
金
、
入
学
に
際
し
直
接
必
要
と
す
る
就

学
の
た
め
の
支
度
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

修
学
資
金
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
貸
し
付

け
制
度
が
あ
り
ま
す
。
資
金
種
類
や
限
度
額
、

貸
し
付
け
の
条
件
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
／
平
成
26
年
１
月
末
ま
で

面
接
日
／
平
成
26
年
２
月
予
定

問
合
せ
／
県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉

課
☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
０

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

二
種
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風
）
予
防
接
種
の
追
加

接
種
で
す
。
確
実
に
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
は
早
め
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
／
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
（
市
民
）

接
種
期
限
／
11
月
30
日
（
土
）
ま
で

※
対
象
年
齢
内
に
接
種
で
き
な
い
と
自
費
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
た
場
合
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
。
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
健
康
増

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／

○
体
温
が
37
・
５
℃
以
上
あ
る
場
合
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
。

○
予
診
票
の
『
保
護
者
自
署
』
欄
に
必
ず

記
入
し
、
保
護
者
が
接
種
会
場
へ
同
行
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

日
本
赤
十
字
社
社
費
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

い
た
だ
い
た
社
費
は
、
日
赤
静
岡
県
支
部

を
通
し
て
、
国
内
外
の
災
害
時
の
救
護
活
動

や
紛
争
に
よ
る
避
難
民
や
伝
染
病
な
ど
で
苦

し
む
人
へ々の
救
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

社
費
合
計
／

９
４
４
０
件　

５
５
６
万
９
５
０
０
円

○
一
般
社
費
（
一
般
世
帯
か
ら
の
寄
付
）
…

９
０
４
８
件　

４
５
２
万
４
千
円

○
応
能
社
費
（
赤
十
字
奉
仕
団
員
か
ら
の
寄

付
）
…
２
３
１
件　

29
万
４
千
円

○
法
人
社
費
（
事
業
所
か
ら
の
寄
付
）
…

１
６
１
件　

75
万
１
５
０
０
円

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

小
・
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

　

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全
国
の
小
・
中
学

生
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
、
学
校
生
活
の
中
で

体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
・
非
行
の
な
い

地
域
づ
く
り
や
、
犯
罪
・
非
行
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
な
ど
を
作
文
に
書
く
こ
と
で
、『
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
』
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
59
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
6
点
を

県
推
進
委
員
会
に
推
薦
し
ま
し
た
。

推
薦
作
品
／

○
『
明
る
い
日
本
に
な
る
こ
と
を
願
って
』

　

藤
原 

優
衣
さ
ん
（
修
善
寺
小
６
年
）

○
『
思
い
や
る
心
』

　

安
池 

凛
さ
ん
（
土
肥
小
６
年
）　　

○
『
差
別
に
つい
て
』

　

石
谷 

雅
弥
さ
ん
（
中
伊
豆
小
６
年
）

○
『
誰
か
の
た
め
に
』

　

山
下 

佳
那
恵
さ
ん
（
修
善
寺
中
１
年
）　

○
『
い
じ
め
か
ら
生
ま
れ
る
犯
罪
』

　

植
松 

百
香
さ
ん
（
天
城
中
２
年
）　

○
『
居
心
地
の
よ
い
環
境
』

　

仲
原 

香
純
さ
ん
（
天
城
中
３
年
）

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

旧
湯
ケ
島
小
学
校
の
井
上
靖
資
料
室
の

一
般
開
放
に
つ
い
て

　

旧
湯
ケ
島
小
学
校
に
は
、
湯
ケ
島
縁
の
文

豪
・
井
上
靖
先
生
の
資
料
室
が
あ
り
ま
す
。

数
々
の
作
品
の
時
代
背
景
や
状
況
が
資
料
を

通
し
て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
、
こ
の
資
料
室
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
一
般
開
放
し
ま
す
。

開
放
時
間
／
９
時
～
16
時

※
観
覧
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
社

会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

健康や子育て、DV など… 一人で抱え込まないで！

あなたの悩み一緒に解決します

【利用者Ｂさん】
　健診の検査結果の見方が分
からず電話をしたら、丁寧に教
えてもらうことができました。対
応も親切で安心できました。

【利用者Ａさん】
　急な腹痛で、どこを受診した
ら良いかわからず電話しました。
適切な医療機関を紹介してもら
うことができました。

お
知
ら
せ

▲電話や手帳など
に貼るシールを作
りました。必要な
人は、健康増進課
や各支所へ声を掛
けてください。

2013 . 1123 2013 . 11 22

お知らせ



2013 . 11 24

お知らせ

2013 . 1125

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地（
募
集
期
間
あ
り
）／

○
修
善
寺
地
区
…
立
野
団
地（
３
戸
）

　

募
集
期
間
／

　

11
月
１
日（
金
）～
11
月
29
日（
金
）

　

抽
選
会・入
居
説
明
会
／
対
象
者
に
通
知

■
募
集
団
地（
随
時
募
集
）／

　

申
し
込
み
先
着
順
で
、入
居
者
を
決
定　

し
ま
す（
同
日
の
場
合
は
、抽
選
）。

〇
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地（
１
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
新
青
羽
根
団
地（
１

戸
）、宮
の
前
団
地（
２
戸
）

※
新
青
羽
根
団
地
は
高
校
生
以
下
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
世
帯
が
対
象
。

※
宮
の
前
団
地
は
単
身
で
の
申
し
込
み
不
可
。

○
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地（
１
戸
）

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り
計
算

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
り
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

②
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

③
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑤
連
帯
保
証
人
が
設
定
で
き
る
こ
と（
滞
納

が
な
い
な
ど
の
基
準
あ
り
）

⑥
賃
貸
契
約
時
に
家
賃
３
カ
月
分
に
相
当
す

る
敷
金
を
納
入
で
き
る
こ
と

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
土
地
対
策
課
ま
た

は
土
肥
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員（
学
生
以
外
）の
所
得
課
税

証
明（
平
成
24
年
分
）

④
納
税
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証
明
書（
平

成
25
年
度
）

⑤
障
害
者
手
帳
の
写
し（
障
が
い
者
の
場
合
）

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎（
83
）５
２
０
４

第
９
回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
花
壇
募
集
中

対
象
／
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
花
畑
、
花
壇
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
な
ど

①
市
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
道
行
く
人

の
目
に
ふ
れ
る
花
壇
で
あ
る
こ
と

②
歩
行
者
や
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と

③
平
成
24
年
12
月
１
日
以
降
に
植
栽
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と

※
有
料
施
設
内
の
花
壇
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

※
同
じ
場
所
で
も
季
節
を
変
え
て
応
募
で

き
ま
す
。

審
査
方
法
／
写
真
に
よ
る
公
開
審
査
会

表
彰
／
優
秀
賞
（
４
点
）
、
伊
豆
市
花
の

会
会
長
賞
（
１
点
）
、
特
別
賞
（
数
点
）
、

参
加
賞

参
加
方
法
／

①
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
農
林
水
産
課

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
（
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
。

②
送
付
さ
れ
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
花
壇
な
ど
の
写
真
を
３
枚
程
度
添

付
し
て
、
11
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
農
林

水
産
課
へ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
サ
ー
ビ
ス
版
プ
リ
ン
ト
を
原
則

と
し
、
花
壇
の
全
体
像
が
分
か
る
も
の

を
お
願
い
し
ま
す
（
花
の
ア
ッ
プ
の
写

真
は
不
可
）
。

※
推
薦
に
よ
る
参
加
も
可
能
で
す
が
、
花

壇
な
ど
の
管
理
者
に
必
ず
了
承
を
得
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

世
界
の
料
理
を
召
し
上
が
れ
！

伊
豆
市
交
流
協
会 

料
理
教
室

と
き
／
12
月
８
日
（
日
）
９
時
30
分
～
13
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
ユ
ウ
・
ヘ
キ
ユ
さ
ん
（
台
湾
出
身
）

内
容
／
飲
茶
料
理
（
肉
ま
ん
、
ご
ま
し
る
こ
）

参
加
費
／
会
員
千
円
・
非
会
員
１
５
０
０
円

定
員
／
30
人
程
度

申
込
み
／
11
月
18
日
（
月
）
ま
で
に
、
次

の
①
～
④
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
観
光

交
流
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
住
所
③
電
話
番

号
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
連
絡
網
用
）　

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
９
９
０
９

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
さ
ら
な
る
健
全
育

成
と
市
民
の
青
少
年
育
成
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

青
少
年
健
全
育
成
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

13
時
15
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
小
中
高
生
代
表
の
主
張
発
表
、
表

彰
、
伊
豆
総
合
高
等
学
校
・
土
肥
高
等
学

校
生
に
よ
る
活
動
報
告
、
講
話
（
相
模
女

子
大
学
教
授 
久
保
田 

力 

氏)

そ
の
他
／
11
月
は
『
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
』
、
『
家
庭
教
育
を
考
え

る
強
調
月
間
』
で
す
。
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
家
族
が
一
緒
に
過
ご
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

平
成
25
年
度
国
公
立
幼
稚
園
ウ
イ
ー
ク

幼
稚
園･

こ
ど
も
園
公
開
保
育

　

市
内
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
園
の
様
子
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
園
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
12
日
（
火
）
～
11
月
14
日

（
木
）
９
時
～
16
時
（
保
育
は
14
時
ま
で
）

と
こ
ろ
／
市
内
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

※
都
合
の
良
い
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／

○
『
園
庭
開
放
』
や
『
子
育
て
相
談
』
も

同
日
開
催
し
ま
す
。

○
こ
ど
も
園
『
あ
ゆ
の
さ
と
』
で
も
同
日

公
開
保
育
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
詳
細
は
、
各
園
ま
で

あ
ゆ
の
さ
と
☎
（
72
）
１
７
４
０

土
肥
こ
ど
も
園
☎
（
98
）
０
２
２
８

狩
野
幼
稚
園
☎
（
87
）
０
８
０
０

湯
ケ
島
幼
稚
園
☎
（
85
）
０
４
０
６

さ
く
ら
こ
ど
も
園
☎
（
83
）
０
１
３
２

▲設置された備品の一つ

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

募

　
　集

11
月
は
『
計
量
強
調
月
間
』

～
暮
ら
し
を
支
え
る
正
し
い
計
量
～

　

正
確
な
計
量
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

基
本
で
す
。
身
の
回
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

計
量
器
が
正
確
に
作
動
し
、
正
し
く
使
わ
れ

る
よ
う
『
計
量
法
』
で
計
量
の
基
準
を
定
め
、

適
正
な
計
量
の
実
施
の
確
保
を
図
って
い
ま
す
。

食
料
品
の
内
容
量
と
風ふ

う
た
い袋
／

商
品
の
内
容
量
＝
商
品
全
体
の
重
さ‐風
袋

※
食
料
品
の
内
容
量
に
は
、
風
袋
（
ト
レ
イ
、

ラ
ッ
プ
、
経き

ょ
う
ぎ木
、
ワ
サ
ビ
、
タ
レ
な
ど
）
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

定
期
検
査
／
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
お
店
は
、
食
料

品
店
、
宅
配
便
取
扱
店
、
薬
局
な
ど
で
す
。

※
伊
豆
市
は
平
成
26
年
５
月
～
６
月
に
実
施
。

問
合
せ
／
静
岡
県
計
量
検
定
所

☎
０
５
４
（
２
７
８
）
８
３
１
１

産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

狩
猟
期
間
に
入
り
ま
す

　

11
月
１
日
（
金
）
か
ら
平
成
26
年
２
月
28

日
（
金
）
ま
で
の
間
は
、
狩
猟
期
間
と
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
銃
猟
は
、11
月
15
日
（
金
）

か
ら
２
月
15
日
（
土
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

山
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山
に
入
ら
れ
る
際

は
、
目
立
つ
服
装
や
音
の
出
る
も
の
を
身
に

着
け
る
な
ど
、
狩
猟
者
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
狩
猟
者

の
皆
さ
ん
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
の
な
い
よ

う
安
全
な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

伊
豆
市
消
防
団 

秋
季
火
災
予
防
運
動

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
よ
り
一
層
の
火
災
予
防

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間
／
11
月
９
日
（
土
）
～
11
月
15
日
（
金
）

重
点
目
標
／
○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
放
火
な
ど
の
火
災
予
防
対
策
の
推
進

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進

消
防
団
の
行
事
予
定
／
○
夜
警
巡
視

○
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
（
期
間
中
20
時
）

○
各
方
面
隊
で
防
火
パ
レ
ー
ド

○
秋
季
演
習
の
実
施
（
11
月
10
日
）

○
各
方
面
隊
・
分
団
模
擬
火
災
訓
練

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る

水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
大
切

な
調
査
で
す
。
11
月
１
日
を
基
準
日
に
調
査

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備
品
を
設
置

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

『
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
に
よ
り
、
徳
永

区
に
祭
事
開
催
時

必
要
備
品
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
宝
く
じ
広

報
事
業
費
を
財
源

に
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

伊
豆
市
年
末
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
12
月
１
日
（
日
）
８
時
30
分
～
９
時

30
分
（
ご
み
の
排
出
は
指
定
場
所
に
10
時
ま
で
）

※
開
始
時
間
は
、
参
加
団
体
に
お
任
せ
し
て

い
ま
す
。

参
加
者
／
市
民
、
各
種
団
体
、
事
業
所
な
ど

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

年
末
年
始
の
清
掃
施
設
臨
時
営
業
お
よ
び

ご
み
の
臨
時
収
集
に
つ
い
て

　

詳
細
は
広
報
い
ず
12
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

臨
時
営
業
／

12
月
29
日
（
日
）
８
時
30
分
～
15
時

臨
時
収
集
／

○
修
善
寺
地
区
…

　

12
月
30
日
（
月
）
燃
や
せ
る
ご
み

　

平
成
26
年
１
月
３
日
（
金
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

○
土
肥
・
天
城
湯
ケ
島
・
中
伊
豆
地
区
…

　

平
成
26
年
１
月
３
日
（
金
）
燃
や
せ
る
ご
み

問
合
せ
／
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
（
72
）
０
１
６
３

環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

税
務
課
臨
時
職
員
募
集（
若
干
名
）

仕
事
の
内
容
／
確
定
申
告
事
務
の
補
助

雇
用
期
間
／
平
成
26
年
１
月
20
日（
月
）～

３
月
31
日（
月
）※
土・日・祝
日
は
休
日
で
す
。

就
業
場
所・時
間
／
税
務
課

８
時
30
分
～
16
時
30
分（
休
憩
60
分
）

賃
金
／
時
給
８
３
０
円（
通
勤
費
支
給
）

採
用
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、市
税

の
滞
納
が
な
い
こ
と

応
募
方
法
／
11
月
15
日（
金
）ま
で
に
税
務
課

へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

問
合
せ
／
税
務
課
☎（
72
）９
８
５
４

市
制
施
行
10
周
年
記
念『
冠
事
業
』募
集

　

市
は
、平
成
26
年
４
月
に
市
制
施
行
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
や
各

種
団
体
が
行
う
事
業
で
、市
の
魅
力
を
伝
え
て

い
た
だ
け
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。応
募
い
た

だ
い
た
事
業
は
、内
容
を
審
査
の
上
、開
催
趣
旨

に
合
致
す
る
も
の
を
認
定
し
、支
援
し
ま
す
。

　

市
制
施
行
10
周
年
を
機
に
、ふ
る
さ
と
伊

豆
市
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

対
象
事
業
／
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
も
の

で
、市
の
魅
力
が
広
く
発
信
さ
れ
る
事
業

申
請
期
間
／
11
月
１
日（
金
）～
12
月
６
日（
金
）

応
募
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、政
策
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
備
え

置
く
と
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

冠
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
／

①『
市
制
施
行
10
周
年
』の
冠
称
お
よ
び
Ｐ
Ｒ

用
の
の
ぼ
り
旗
を
使
用
で
き
ま
す
。

②
広
報
い
ず
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、開
催
告

知
を
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他
／
事
業
認
定
に
よ
る
補
助
金
や
会
場

使
用
料
な
ど
の
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎（
72
）９
８
７
３



と
き
／
11
月
24
日
（
日
）
９
時
～
14
時

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
／
天
城
ド
ー
ム
お
よ
び
そ
の
周
辺

内
容
／

■
天
城
ド
ー
ム
内

○
農
産
物
品
評
会
・
即
売
会
・
大
抽
選
会

○
各
種
出
店
ブ
ー
ス

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

『
修
善
寺
鼓
響
』
に
よ
る
太
鼓
演
奏
、

『
豆
州
漁
火
繚
乱
會
』
に
よ
る
よ
さ
こ

い
踊
り
、『
天
城
中
学
校
芸
術
部
と
中
伊

豆
中
学
校
器
楽
部
』
の
合
同
演
奏
、『
伊

東
ス
パ
ー
ク
ス
』
に
よ
る
ス
テ
ィ
ー
ル
パ

ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど

○『
湘
南
ひ
ら
つ
か
織
り
姫
』（
平
塚
市
）も

参
加
予
定
！

■
天
城
ド
ー
ム
外

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

○
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
（
白
バ
イ
・
パ
ト
カ

ー
の
展
示
）

○
防
災
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
地
震
体
験
車
、

自
衛
隊
車
両
展
示
）

《
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
の
お
願
い
》

　

毎
年
、
駐
車
場
が
満
車
に
な
り
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
台
数
お
よ
び
停
車
場
所

も
増
や
し
て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場

は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
運
行
時
間
な
ど
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
（
11

月
発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
、

本
庁
・
各
支
所
な
ど
に
備
え
置
く
と
と
も

に
、
新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
。

　

文
豪
た
ち
が
愛
し
た
秋
の
天
城
路
。

昔
日
の
面
影
を
訪
ね
て
、
文
学
の
旅
は
い

か
が
で
す
か
？

　
『
天
城
越
え
紅
葉
ま
つ
り
』
は
、
天
城

山
隧
道
（
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
）
会
場
と

昭
和
の
森
会
館
『
道
の
駅
』
天
城
越
え

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で

天
城
の
秋
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

昭
和
の
森
会
館

　
『
道
の
駅
』
天
城
越
え
会
場

と
き
／
11
月
１
日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
土
）

各
日
８
時
30
分
～
16
時
30
分

特
典
①
／
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館
入
館
者

に
お
茶
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
（
市
民
入
館
無
料
）

特
典
②
／
紅
葉
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参

加
し
て
ス
テ
キ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
！

天
城
山
隧
道

　
（
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
）
会
場

と
き
／
11
月
２
日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
土
）

の
土
・
日
・
月
曜
日
（
雨
天
中
止
）

内
容
／
○
伊
豆
の
踊
子
体
験
、
記
念
撮
影

○
ち
ょ
う
ち
ん
ウ
ォ
ー
ク

○
シ
シ
鍋
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
２
日
・
３
日
・
10
日
・

23
日
・
24
日
限
定
。
各
先
着
１
０
０
人
）

○
紅
葉
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

問
合
せ
／
昭
和
の
森
会
館
☎
（
85
）
１
１
１
０

観
光
協
会
天
城
支
部
☎
（
85
）
１
０
５
６

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
ど
う
や

っ
て
支
払
う
の
で
す
か
？

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
原
則
と
な
り
ま

す
。

　

受
給
年
金
額
が
一
定
以
上
の
人
は
、
年

金
支
払
期
（
偶
数
月
）
に
保
険
料
が
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
回
に
受
け
取
る
年
金
額
が
、

①
18
万
円
未
満
の
人

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
合
わ
せ
た
額
が
受
給
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
人

に
つ
い
て
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
保

険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
た
い
場

合
は
、
市
民
課
に
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
希
望
の
人
は
、
市

内
の
金
融
機
関
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
通
帳
と
金
融
機
関
の

届
け
出
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑧

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
展
示
パ
ー
ト
Ⅳ

　

今
回
は
、
修
禅
寺
に
伝
わ
る
宝
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
『
山
越
観
音
図
』
、
狩

野
安
信
筆
と
伝
え
る
『
達
磨
図
』
や
『
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
絵
画
』
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

☆
主
な
展
示
作
品

〇
『
山
越
観
音
図
』
一
幅

○
『
達
磨
図
』
伝
狩
野
安
信�

筆

　

江
戸
時
代�

一
幅

○
『
達
磨
図
自
画
賛
』
丘
球
学�

筆

　

大
正
５
年�

一
幅

○
『
達
磨
図
』
覚
巌
寂
明�

筆

　

江
戸
時
代�

一
幅

○
『
鰌
と
猫
を
捕
え
る
図
』

　

風
外
本
高�

筆�

天
保
12
年�

一
幅

○
『
白
鷺
図
自
画
賛
』
天
桂
禅
師�

筆　

天
保
８
年�

一
幅

○
『
タ
ン
カ
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
絵
画
）
』

　

19
世
紀
ご
ろ�

一
幅

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！

『
タ
ン
カ
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
絵
画
）
』

　

19
世
紀
ご
ろ 

一
幅 

修
禅
寺
蔵

　

タ
ン
カ
と
は
チ
ベ
ッ
ト
で
仏
教
に
関

す
る
人
物
や
曼
荼
羅
な
ど
を
題
材
に
し

た
掛
軸
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
も
と
も

と
僧
侶
が
村
々
を
回
っ
て
、
仏
教
教
義

や
釈
迦
の
伝
記
な
ど
を
解
説
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
持
ち
運
び

が
便
利
な
よ
う
に
掛
軸
の
形
式
で
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
本
資
料
は
、
19
世
紀
ご

ろ
に
チ
ベ
ッ
ト
で
制
作
さ
れ
た
作
品
で
、

綿
の
布
地
に
顔
料
で
絵
を
描
き
絹
の
表

装
に
縫
い
付
け
て
い
ま
す
。

　

中
央
に
描
か
れ
た
本
尊
は
猪
頭
を
頭

上
に
戴
く
黒
色
ヴ
ァ
―
ラ
ー
ヒ
ー
（
金

剛
亥
母
）
で
、
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物

館
寄
託
作
品
１
点
が
、
国
内
に
伝
わ
る

唯
一
の
黒
色

ヴ
ァ
―
ラ
ー

ヒ
ー
が
描
か
れ

た
作
品
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
宝
物
調

査
で
新
た
に
発

見
さ
れ
た
本
資

料
の
新
出
で
、

国
内
に
２
点
伝
存
す
る
こ
と
と
に
な
る

大
変
貴
重
な
作
品
で
す
。

展
示
期
間
／
11
月
１
日
（
金
）
～
12
月
25
日

（
水
）
９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、

小
中
高
生
１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

ＱA

▲タンカ全図

今月の表紙
編
集
後
記

　

こ
れ
か
ら
、
段
々
深
ま
っ
て
い
く
秋
。

日
に
日
に
涼
し
い
風
が
気
持
ち
の
い
い
季

節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、『
食
欲
の
秋
』、『
運
動
の

秋
』、『
芸
術
の
秋
』、
今
年
は
ど
の
よ
う
な

『
秋
』
を
過
ご
さ
れ
る
予
定
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
深
ま
っ
て
い
く
秋
の

風
景
を
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
こ
の
『
秋
』

の
目
標
で
す
。『
秋
』
を
感
じ
ら
れ
る
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
市
内
を
探
索
し
、
素

晴
ら
し
い
風
景
と
の
出
会
い
が
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

　
　
　
　
　

  

広
報
担
当　

木
口
・
山
田

み
ん
な
集
ま
れ
！
秋
の
味
覚
が
大
集
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毎
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選
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す
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お
待
ち
し
て
い
ま
す
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　今月の表紙は、10月13日
（日）の13時から行われた土肥
神社伝統の流鏑馬（やぶさめ）式
の写真です。
　土肥地区では、毎年10月の第
2土・日曜日に土肥神社の例大祭
を行っていて、この流鏑馬式には、
多くの見物客が訪れ、「メメー！！」
と大きな声を上げながら勢い良
く走る勇敢な若者たちの姿に拍
手を送る見物客たちでした。
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

▲8月に志田スタジアムで行われた全国大会で堂々と入場行進

Ｋボール伊豆少年野球団
中学生の身体の成長段階を考慮し、高校野球に

スムーズに移行できるように考案された『Ｋボー
ル』という軟球を使って活動しています。
『Ｋボール』は、硬球に近い弾みで安全性を考慮
されたボールで、野球の好きな中学生が集い、基
本練習と自分で考えられる力をつけ、次のステッ
プに進められるように活動しています。

黒滝 陸ちゃ
ん

　　  くろたき  りく　
　　

（上白岩）

宮内 杏ちゃん

        みやうち あんず　　　

（大平）

伊東 俊祐ちゃん

　     いとう しゅんすけ　
　　

（上白岩）

波多野 空ちゃん

　       はたの     そら　　
　

（修善寺）

渡辺 かのん
ちゃ

ん   わたなべ　　　

（湯ケ島
）

仁科 嘉一ちゃ
ん

　    にしな    かいち　
　　

（加殿）

赤池 櫂舟ちゃん

     あかいけ かいしゅう　
　　

（修善寺）

  飯田 翔太ちゃん

　

      いいだ  しょうた　　
　

（牧之郷）

山下 芽結ちゃ
ん

　   やました   めい　　
　

（佐野）

安

藤 向日葵ちゃん

   あ

んどう    ひまわり　　　

（修善寺）

平成25年
10月1日現在 ●男 16,117人 （－15）●女 17,583人 （－13）　●計 ３３，700人（－28）　●世帯数 13,４67世帯（－5）

2013 . 11 28



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2013／H25
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

 1 2 3 4 5 6 7 

　8 　　　　9 10 11 12 13 14 

  15 16   17 18 19   　　  20  　　 21           

  22            23 　　  24           25　       26          27　　   28

  29　　　30　　　31

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●ごみ臨時収集
（修善寺地区）●清掃施設臨時営業

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

天皇誕生日

月12

●国民健康保険税第5期 ………………………………………2日
●固定資産税第3期 ………………………………………… 25日
●上下水道料金（修善寺地区）…………………………… 25日
●土肥地区温泉料金  ……………………………………… 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 3日・10日・16日・17日・18日・19日・20日・24日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／11日（水）8時30分～10時10分
19日（木）10時分～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／10日（火）9時～12時　
ところ／土肥支所、中伊豆支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／10日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／16日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／13日（金）18時～20時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

12月
休日当番医

 1日 今野医院（八幡）☎（75）7050  
 8日 エムオーエー奥熱海クリニック（伊豆の国市浮橋）☎（79）1100 
 15日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902 
 22日 中島病院（松ケ瀬）☎（87）0333 
 23日 つちやクリニック（伊豆の国市田京）☎（77）1511 
 29日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎（76）3201
 30日 伊豆慶友病院（月ケ瀬）☎（85）1701 
 31日 中伊豆温泉病院（上白岩）☎（83）3333

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　8日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  4日(水)・18日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　14日・28日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　12日・26日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　21日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 12日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　14日(土)10時30分～11時
★クリスマス会（詳細は各図書館まで）
　 天城図書館…８日(日)14時30分～16時
    中伊豆図書館…14日(土)10時30分～11時30分
　 土肥図書館…15日(日)10時～12時
 　修善寺図書館…22日(日)10時～11時

12
１日まで　もみじライトアップ／虹の郷

２日まで　修禅寺庭園～東海第一園～

　　　　　　　　　　　　秋の特別公開／修禅寺

８日まで　もみじまつり／修善寺もみじ林

上旬まで　銀河バスツアー／土肥

上旬まで　キウイフルーツ狩り／下船原

上旬　幸福地蔵祭およびお焚き上げ式／恋人岬

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

22日　星まつり／修禅寺奥の院

23日　伊豆サンタマラソン／サイクルスポーツセンター

23日　季多楽地産地消フェア抽選会

　　　　　　　　　　　　　／大見の郷『季多楽』

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬

【花の見ごろ】

上旬～2月上旬　アロエ／八木沢・大久保地区

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

１日まで　もみじライトアップ／虹の郷

２日まで　修禅寺庭園～東海第一園～

　　　　　　　　　　　　秋の特別公開／修禅寺

８日まで　もみじまつり／修善寺もみじ林

上旬まで　銀河バスツアー／土肥

上旬まで　キウイフルーツ狩り／下船原

上旬　幸福地蔵祭およびお焚き上げ式／恋人岬

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

22日　星まつり／修禅寺奥の院

23日　伊豆サンタマラソン／サイクルスポーツセンター

23日　季多楽地産地消フェア抽選会

　　　　　　　　　　　　　／大見の郷『季多楽』

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬

【花の見ごろ】

上旬～2月上旬　アロエ／八木沢・大久保地区

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

１日まで　もみじライトアップ／虹の郷

２日まで　修禅寺庭園～東海第一園～

　　　　　　　　　　　　秋の特別公開／修禅寺

８日まで　もみじまつり／修善寺もみじ林

上旬まで　銀河バスツアー／土肥

上旬まで　キウイフルーツ狩り／下船原

上旬　幸福地蔵祭およびお焚き上げ式／恋人岬

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

22日　星まつり／修禅寺奥の院

23日　伊豆サンタマラソン／サイクルスポーツセンター

23日　季多楽地産地消フェア抽選会

　　　　　　　　　　　　　／大見の郷『季多楽』

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬

【花の見ごろ】

上旬～2月上旬　アロエ／八木沢・大久保地区

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『のびのび広場』と『すいすい』は、９時～１５時
※『ちびっこサロンわらぼ』は、9時30分～14時30分

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日

ちびっこサロンはつま（中伊豆ふれあいプラザ） 毎週月・火曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週水・木・金曜日

のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！



みんなの掲示板みんなの掲示板

 事前に送付しました年末調整関係書類が同封
された封筒を持参してお出掛けください。
とき／11月２１日（木）
○年末調整…13時15分～14時55分
○青色決算…15時～15時40分
ところ／修善寺総合会館大研修室
対象／〇年末調整…源泉徴収義務者（法人、個人）
〇青色決算・・個人の青色申告者
問合せ／三島税務署☎055（987）6711（代表）
※音声ガイダンスに従い『2』を選択し、年末調
整は法人課税部門に、青色決算は個人課税部
門にお問い合わせください。

❖税務署からのお知らせ
～年末調整・青色決算等説明会～

　元気なお年寄りが丹精込めた『農産物』、日ご
ろの成果を披露する『パフォーマンス』、芸術の秋
に披露する『逸品』。天城の豊かな自然に包まれ
た秋を喜び、にぎやかな一日を過ごしましょう。
とき／12月1日（日）9時～15時
ところ／天城会館
内容／○味自慢食べ物広場（焼きそば、コロッ
　ケ、焼き鳥、おでん、だんごなど）
○野菜・手芸品・陶芸品の即売、フリーマーケット
○パフォーマンス（天城連峰太鼓、舞踊、空手披
露、シャギリ、フラダンス、バンド演奏、ハーモ
ニカ演奏、手品）
○踊り子コンテスト、かかしコンテスト
○保・幼稚園児、小・中学生などの作品展示ほか
紅葉ミニツアー／ボンネットバスで里山を巡る
ツアーも実施します。
問合せ／天城みのり祭り実行委員会
代表　山崎 富美子☎090(8865)0603

❖きにゃんよ、みにゃんよ、やんべえよ！
ずねゃあじゃ天城！『天城みのり祭り』

❖いずはこね沿線フェスタラリー
～食と物産・魅力を発見～

❖大切な人への贈り物にいかが
～竹の子かあさん冬の贈り物～

募集科定員／生産技術科（30人）、電気エネルギ
ー制御科（20人）、電子情報技術科（20人）
就学期間／平成26年4月～平成28年3月
費用／受験料18,000円、入校料169,200円、年間
授業料39万円（別途教科書、作業服など諸経費必要）
応募資格／高等学校を平成26年3月卒業見込みの
人、または既に卒業した人、もしくは高等学校卒業
と同等程度の学力を有すると認められる人
日程／○B日程…受け付け12月10日（火）～平成
　26年1月8日（水）、試験：平成26年1月22日（水）
○C日程…受け付け平成26年2月12日（水）～3月
　5日（水）、試験：平成26年3月18日（火）
選考方法／小テスト（数学Ⅰ）、小論文・面接（自己Ｐ
Ｒを含む）、自己推薦書
融資制度／労働金庫から授業料などの融資制度
があります（技能者育成資金融資制度）。
申込み・問合せ／浜松職業能力開発短期大学校学
務援助課☎053（441）4444

❖税務署からのお知らせ
記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大

　伊豆総合高等学校と沼津工業高等学校、御殿
場高等学校、神奈川工科大学による『ものづく
り』の魅力や夢、エコや環境への取り組みを伝え
る企画です。各校の研究発表や体験教室、ミニ
講座も行いますので、気軽にご参加ください。
とき／11月30日（土）10時～15時30分
ところ／三島商工会議所（三島市一番町2-29）
内容／○研究展示ブース：伊豆総合高等学校、
　沼津工業高校、御殿場高等学校、神奈川工科
　大学の各専門学科の研究展示(体験も可能)と
　学科紹介、三島市内中学生などの作品展示
○体験教室：LEGOシステムによる家電製品の
　制御体験（3回開催・各回先着25人）、ＬＥＤ消
　しゴムケースの製作(先着200名)など
対象／小中学生(親子での参加も可能)
その他／参加無料、申し込み不要です。来場の
際は、公共の交通機関をご利用ください。
問合せ／伊豆総合高等学校☎（72）3322

❖科学と技術のひろば
～ものづくりを通して環境、エコを考える～

❖ポリテクカレッジ浜松
平成26年度学生募集（自己推薦入試）

　平成26年1月から、記帳・帳簿などの保存制度
の対象者が拡大されます。
　これまで個人の白色申告者のうち、前々年分
あるいは前年分の事業所得、不動産所得または
山林所得の合計額が３００万円を超える人が対象
とされていた記帳と帳簿書類の保存制度は、平
成２６年1月から所得の合計額にかかわらず、こ
れらの所得を生ずべき業務を行うすべての人が
対象になります。
　なお、この記帳と帳簿書類については、所得
税の申告の必要のない人も対象となります。
　詳細は、国税庁ホームページをご覧いただく
か、最寄りの税務署までお問い合わせください。
問合せ／三島税務署☎055（987）6711（代表）
※音声ガイダンスに従い『2』を選択し、個人課
税部門にお問い合わせください。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

　伊豆箱根鉄道駿豆線沿線で期間中に開催され
るイベントに参加してスタンプを2つ集めると、
もれなくオリジナル鉄道グッズと交換できます。
■構成イベント（名称・日程・会場など）
①三島フードフェスティバル…
　11月23日（土・祝）10時～15時・三嶋大社
②いずはこねふれあいフェスタ…11月23日（土・
祝）9時30分～15時…伊豆箱根鉄道本社

③伊豆大鉄道博覧会…11月23日(土)・24日(日）
10時～17時・天城ミュージアム

④This 伊豆 収穫祭＆JAまつり伊豆…
　11月24日（日）9時～14時・天城ドーム
⑤『てつざえもん』と写真を撮ろう…
　11月24日(日)10時～15時30分・韮山反射炉
⑥下駄ダンスコンテスト…
　11月24日（日）10時～16時・アクシスかつらぎ
■ＰＲイベント（名称・日程・会場など）
①伊豆大鉄道博覧会…10月5日(土)～11月22日
(金)10時～17時・天城ミュージアム 

②菊まつり…10月30日(水)～11月22日(金)9時
～16時30分・楽寿園

③かんなみ商工まつり…
　11月3日(日)9時～13時・函南町役場 
④秋の大通り宿場まつり…11月3日(日)11時～
16時・大通り商店街（三島市）

⑤ＪＲさわやかウォーキング黄葉ウォーク…
　11月16日(土)8時30分～11時・JR三島駅南口
参加方法／
①スタンプシートを手に入れよう（駿豆線各駅な
どに設置、ＰＲイベントでも配布）。
②上記『構成イベント』の中から、参加したいイ
ベントに自由に参加し、スタンプを2つ集めた
ら、最寄りの交換所で景品と交換しよう。
交換所／時間は各日ともに10時～16時です。
①三島田町駅・修善寺駅…11月23日(土・祝)～
11月24日(日)

②韮山反射炉…11月25日(月)～12月15日(日)
問合せ／観光交流課☎（72）9911

　伊豆市農業振興会生活研究部会では、大好評
の『竹の子かあさん冬の贈り物』を、今年も次の
とおり発送します。
内容／①生ワサビ②ワサビ三杯酢漬③ワサビ漬
④ゆずみそ⑤ビオラ（花苗）⑥干しシイタケ
⑦伊豆食のみそ⑧手作りコンニャク
⑨天城の清流米⑩青島ミカン
料金／１セット３，2００円（別途送料全国一律６００円）
数量／先着限定４００個
発送日／１２月13日（金）
受付期間／１１月14日（木）～11月17日（日）
各日9時～15時
※電話またはFAXでお申し込みください。
支払方法／郵便振り替え
※申し込み受け付け後に別途案内します。
申込み・問合せ／竹の子かあさんプロジェクト
☎・FAX（８７）１３１３



❖『静岡県最低賃金』改正
のお知らせ

　地域商工観光業の活性化と、市民の地産地消
を目的とした『山海フェア』を開催します。ぜひ
お越しください。
とき／12月1日（日）9時30分～12時
ところ／松原公園多目的芝生広場（小雨決行）
内容／地場産品（農産物・海産物）展示即売、地
域産業のＰＲ、模擬店、抽選会など
問合せ／伊豆市商工会土肥支所☎（98）1185

❖ボランティア講習会参加者募集！
★おたがいさまサービス★

❖2013伊豆市まるごとTOJI博覧会
ノルディックウォーキング指導者養成講習会

とき／11月24日（日）9時～15時
ところ／小川公民館（ふれっぷ隣）
講師／伊藤 義昭さん（NPO法人日本ノルディックウ
ォーキング協会 マスタトレーナー）
定員・参加料／15人・13,000円（新規）5,000円（更新）
持ち物／飲み物、弁当、筆記用具、ポール（ある人）
申込み／申込用紙に必要事項を記入し参加料と
一緒に、11月22日（金）までに、ふれっぷへお申し
込みください。※当日キャンセルの返金は不可。
問合せ／中伊豆温水プールふれっぷ☎（75）7575

とき／12月15日（日）14時～（13時15分開場）
ところ／伊東市観光会館（伊東市和田 1-16-1)
曲目／ラフマニノフ :ピアノ協奏曲第 2番
ベートーヴェン：交響曲第 8 番、ヴェルディ：歌
劇『ナブッコ』序曲
指揮・ピアノ／鈴木 彰久・牛久保 祥子
チケット／大人 2,000 円、 高校生以下 500 円
※不二家修善寺店などで販売しています。
問合せ／伊豆フィル事務局（島田）
☎090（9175）7498

　一人で悩まず、電話をしてきてください。
相談内容／夫やパートナーからの暴力や職場
でのセクシュアル・ハラスメント、つきまとい
（ストーカー）など
期間／１１月18日（月）～11月24日（日）
時間／８時３０分～ 19時
※土・日曜日は１０時～ 17時です。
相談ナビダイヤル／☎０５70（０７０）８１０
主催／静岡県地方法務局、静岡県人権擁護委
員連合会

❖若者交流施設『9ｉｚｕ』体験講座
クリスマスリース作り参加者募集！

❖伊豆市商工会
『山海フェア』開催のご案内

❖田方獣医師会
『子犬・子猫の里親探し』

❖2013伊豆健康フォーラム
『あなたの胃は大丈夫？』

❖第1451回トヨタコミュニティコンサート
伊豆フィル第36回定期演奏会

❖全国一斉『女性の人権ホットラ
イン』強化週間

とき／12月3日（火）10時～12時
ところ／伊豆市若者交流施設『9izu（クイズ）』
内容／木の実やオーナメント使ったオリジナル
のミニリース作り（生の枝葉を使って作ります
が、クリスマスまで大丈夫です）
講師／あとりえ♪花＊唄♪　落合 貴子さん
定員・材料費／先着10人・1，500円
持ち物／花切りばさみ
申込み・問合せ／伊豆市若者交流施設『9izu(ク
イズ)』☎（８８）９１２０

　田方獣医師会では、『子犬・子猫の里親探し』
を行います。お気軽にご来場ください。
とき／ 11 月24日（日）14時～
ところ／熱海市長浜海浜公園北駐車場
（熱海市上多賀字奈良川 134-4）
里子提供申し込み受け付け／
11 月10日（日）～ 11月16日（土）
※詳細は、田方獣医師会ホームページをご覧
ください。【http://tagata-vet.com】
問合せ／環境衛生課☎（72）9857

とき／11月9日（土）13時～（12時30分開場）
ところ／韮山時代劇場（伊豆の国市四日町772）
内容／○講演『血液検査でわかる胃の健康度と  
　胃がんリスク』　講師：井上 和彦 医師
　（川崎医科大学総合臨床医学　准教授）
○座談会『胃がん検診の現状と展望　～胃がん
　の撲滅を目指して』　座長：小野 憲 医師
　（伊豆保健医療センター病院長）
問合せ／伊豆保健医療センター企画管理課
☎（76）3228　※参加無料、申し込み不要です。

　県内の事業場で働く（パート・アルバイトなど
含む）すべての労働者に適用される『静岡県最
低賃金』が改正され、平成２５年１０月１２日から時
間額７４９円となりました。
　特定の産業には、産業別最低賃金が定められ
ています。詳細は、お問い合わせください。
問合せ／静岡労働局賃金室☎０５４（２５４）６３１５
三島労働基準監督署☎０５５（９８６）９１００

❖第7回三島古流展（三島古流主催）
伊豆半島ジオパークを生け花で表現
とき／12月8日（日）10時～18時
ところ／三島市生涯学習センター3階市民ギャ
ラリー（三島市大宮町1-8-38）
内容／伊豆半島ジオパーク内のジオサイトや伊
豆半島の防災・災害の生け花による表現、認定
ジオガイドや三島古流会員による作品説明
後援／伊豆市、三島市、三島市教育委員会、伊
豆半島ジオパーク推進協議会、伊豆半島ジオパ
ークジオガイド協会
問合せ／三島古流（鈴木）☎055（977）3183

　在宅の人に対し、誰でもできる身近な助け合
い活動に参加してみませんか？
とき／１１月２６日（火）９時３０分～１２時
ところ／城山活動支援センター（本立野531-1）
内容／身近なボラ活動に必要な講義など
（事業紹介、市内福祉情報など）
持ち物／筆記用具
申込み／11月19日（火）までに、お電話でお申
し込みください。
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（8３）３０１３

❖県立沼津視覚特別支援学校
平成２６年度高等部保健理療科入学募集

　沼津視覚特別支援学校には、社会復帰を目指す
成人のために、あん摩マッサージ指圧師の国家試
験の受験資格を取得するコースがあります。年齢
制限はありませんので、お気軽にご連絡ください。
対象／次のうち、1つ以上該当する人
○両眼の視力がおおむね0.3未満の人　
○視力以外の視機能障害が高度な人
○近い将来、視力が著しく低下する恐れのある人
その他／授業料、教科書代、入学金などは無料。
問合せ／沼津視覚特別支援学校☎055（921）2099

❖2013伊豆市まるごとTOJI博覧会
水泳ワンポイントレッスン
とき／11月17日（日）9時～16時
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／15分間のプライベートレッスン
案内人／水野 隆一郎さん（水泳上級コーチ）
定員・参加料／20人・1,000円
持ち物／水着、ゴーグル、タオル
申込み／申込用紙に必要事項を記入し参加料と
一緒に、11月15日（金）までに、ふれっぷへお申し
込みください。※当日キャンセルの返金は不可。
問合せ／中伊豆温水プールふれっぷ☎（75）7575
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